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操作性に優れたコンピュータ内蔵座標計算式面積線長測定器

直線部分は3点をポイントするだけ、C型の場合
は円弧部分も3点のポイントだけで線上をトレー

スする必要がありません｡微小図形から長大図面
まで、大型偏心トレースレンズで座ったままのラ

クな姿勢で測定できます｡C型はあらゆる測定デ
ータを記録するバッファ付ミニプリンタを装備し、
しかも外部のコンピュータやプリンタとつなぐ為
のインターフェイスを内蔵しています。

■直線図形は1頁点をポイントするだけで迅速測定
■曲線図形も正膣に計れる

■面憤のほか、線長を同膳測定

■縮尺単位を反映して自動計算
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■コードレス、コンパクト設計
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一
柵 壇

ユフロの第1世紀を終わって

さとうたいしちろう

佐藤大七郎端

llllⅢⅢⅢllllllllllllⅢⅢ11ⅢⅢllllllllllⅢⅢ|l1llllⅢⅢIIIIIIIII|ⅢⅢⅢlll川ⅢlⅢⅢ|111lllllllllllllllllllllllllillllllⅢⅢⅢⅢllllllllllⅢⅢⅢ|ⅢⅢIIⅢ川ⅢⅢⅢⅢIⅢⅢⅢⅢⅢ|11lllll1llllⅢⅢlllll1lllllllllllllllllllllⅢⅢ|l1llⅢⅢⅢ|ⅢⅢlⅢlililllll

はじめに 1892年8月17日，ベルリン郊外のエーベルスワルデで誕生したユフロ

(IUFRO:国際林業研究機関連合）は，今年満100歳の誕生日を迎えた。ユフロ

はヨーロッパの林業試験場の間で，研究の計画，方法，装置および術語の標準化

と研究結果についての意見の交換の場として生まれた。

ここで，ユフロの誕生の経過と歴史から説き始めるのが普通の形であろうが，

これらについては,Speer教授の手になる80年の略史が1972年に出版されてお

り')，今回の100年祭にも「ユフロの100年」が配布された2)。後者はユフロの学

術上の貢献を主に述べているが，その誕生とその後の発展についても触れている。

特にわが国との関係に中心を置いた「ユフロの歴史」が，一昨年から昨年にかけ

て，日本国内のユフロ会員機関の連合であるユフロ-Jの機関紙に連載された3)。こ

れにはユフロ誕生の経緯から最近までの歴史が述べられている。歴史などはこれ

らの文献に譲ることにする。

祝典などについて
の報告

1992年8月31日午前10時から，ユフロ発祥の地であるエーベルスワルデのコリ

ンの大聖堂で祝典は行れた。この建物は1272～1334年にわたって建てられた

が,30年戦争で荒廃したものを修復したもので,1860年以来営林署が管理している。

さて，祝典はホルンの演奏で始まった｡Joachim祝典準備委員長とSalleeユフ

ロ会長による歓迎の辞,Kiecleドイツ連邦農林大臣,Stolpeプランデンブルグ州

知事,MurrayFAO次長の3人による開会の演説，次いでさまざまな祝辞のあ

と，またホルンの演奏。続いて基調講演が行れた。基調講演は，京都大会当時の

ユフロ会長Liese教授の「ユフロの100年」とユフロ現会長Sallee博士の「熱帯

林の保続経営へのユフロの貢献」であった。またホルンの演奏があって式典は終

わった。参加者の一部は植樹等の記念行事へ，他はエーベルスワルデー帯のさま

ざまなエクスカーションに分散した。

修道院の庭での立食の夕食会の後，再び会場を会堂に移して,ErichWachter

指揮のベルリン放送交響楽団による演奏会が行れた。この会堂は音響効果が良く，

rコリン夏の音楽祭｣の会場として知られるという話である。曲目は2つ，1番目

は楽団の弦楽器部門によるバッハのプランデンブルグ協奏曲3番，2番目は全員

によるベートーベンの交響曲6番(田園)。前者はこの地プランデンプルグ州にち

なみ，後者は我々の職業にかかわるものとして選ばれたものであろうか。

*側自然環境研究

センター理事長
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なお，この大会の参加者の正確な数は発表されていないが，同伴者を含めて

1,000人ぐらいか。日本からの参加者は，配布された名簿では53名であったが，

これは同伴者を含まず，かつ早期登録の人だけだから，皆で70～80名？

翌9月1日から会場をベルリン市内のベルリンエ大に移して，講演会，部会の

総会，グループに分かれた発表会が行われた。9月4日の14組に分かれた一日行

程の見学会で大会の幕は下りた。あとは数日かけての見学旅行に分散した。祝典

が主体で，記念大会はオマケという感じで，ヨーロッパからの参加者には祝典に

出席するだけで帰った人も多かった。

ユフロが誕生した1892年は，いわゆる世紀末の時代である。世紀末の芸術につ

いては新たな世紀末を迎えて現在多く語られている力図，それはさておき，この時

代のヨーロッパでは，英・仏両国は大植民地帝国としてはほぼ完成して外的には

国力のほぼ頂点に達し，ドイツ帝国は統一も終わって，ヨーロッパはつかの間の

平和と繁栄を楽しんでいた時代である。おびただしい発見や発明が相次ぎ，我々

が今日享受している文明の萌芽は，この時代に多く現れていることは科学史や技

術史をひもとけば明らかである。それを受けて産業も飛躍的に成長した時代であ

る。メーデーや近代オリンピックもこの時代の産物である。

日本では，市町村制が敷かれ，「大日本帝国憲法」や「教育勅語」が発布され，

｢帝国議会｣が設けられ，近代国家の顔を整え始めた時代であり，最初の本格的な

対外戦争である日清戦争の直前である。火力や水力の発電所が初めて設けられ，

東京・神戸間，東京・青森間の鉄道が開通したのもこの時代である。と同時に足

尾銅山の鉱害問題が発生したのもこの時代である。我々の世界，林業・林学でも，

山林局林業試験場の設置(1892年当時林業試験場を持つヨーロッパ諸国は，オー

ストリー，ベルギー，デンマーク，フランス，ドイツ，ハンガリー，スイスであ

る2)｡帝国大学に農科大学の設置,農科大学に演習林の設置,森林法公布など，大

きな歩みのあった時代である。

さまざまな変化は東方の新興国だけでなく，「世紀末｣と呼ばれたこの時代のヨ

ーロッパでは科学や技術の世界でも大きな動きのさなかにあり，ユフロが生まれ

ても決しておかしくはない流れの中にあったのである。

1892年,ユフロが誕生したときの会員機関とその所在する国の数はともに3で

あった。現在の会員機関数は700を超え，その所在する国の数もまた110を超え

ている。世界を9地域に分けたユフロの現在の地域区分によれば，創立当時は中

部ヨーロッパ1地域にのみであった。1903年に日本の山林局が会員となった。こ

れがヨーロッパ以外の地域からの最初の会員機関である。これはアメリカ合衆国

やヨーロッパの主要国のいくつかの加入（1906年）よりも早い。我々の先輩たち

が優れて国際的な目を持っておられたことにあらためて敬服せざるをえない。

1892年のユフロ創立のための会合には3カ国12名が参加したにすぎない。第

一次大戦直前の第6回大会(1910年，ブラッセル）はドイツ語圏の外で開かれた

最初の大会であるが,参加は17カ国60名,第二次大戦直前の1936年ブダペスト

3

ユフロが誕生した

時代

ユフロの変化
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の第9回が23カ国135名。初めてヨーロッパの外で開かれた大会である第15回

(1971年，合衆国ゲインズビル）では57カ国771名。1976年オスロの第16回大

会で初めて参加者が1,000名(67カ国）を超えた。会員機関の大多数を持つ欧米

の外で開かれた初めての大会である第17回(1981年，京都)では，地理的な不利

にもかかわらず73カ国1,300名に上る参加を得た。一昨年の第19回大会（モン

トリオール）では91カ国2,006名と初めて参加者は2,000名を超えた。

1892年の創立の会合は参加者がドイツ語圏のみで,文書もドイツ語のみであっ

た。1903年の第4回大会までは公用語に特別の定めはなかったが，この大会では

ドイツ語とともにフランス語を年報に用いることが定められた｡1929年の第7回

大会で英語が公用語に加えられ，1990年の第19回大会での規約改正で新たにス

ペイン語が公用語に加えられた。

ユフロの変化を会員機関とその所在する国の数，大会に参加した人数と国の数，

公用語の数から見てきたが，このような拡大には学問の進歩のほかにいくつかの

要因がある。その最大の原因は，地域的な紛争は続いているにせよ，巨視的には

平和な時代が続いていることである。平和なくしては国際交流はありえない。2

つの大戦はユフロの活動を不可能にした。1910年の第6回大会と1929年の第7

回の間の19年，1936年の第9回大会と1948年の第10回大会の間の12年は，大

戦とその影響のためにユフロ大会は行われていない｡その後一昨年までの44年間

には9回の大会が行われている。

航空輸送の発達も第二次大戦後のユフロの拡大と変化を支えてきた。もともと

学問の発達には研究者の間の対話が大切なことは，弁証法の語源を持ち出さなく

ても明らかである。しかし，船と鉄道だけが交通手段だったころには，数年に一

度の大会にすら遠方から参加することは，時間と旅費を合わせたコストと得られ

る効果の関係から困難であった。初期の大会に出席された先輩諸氏は，ヨーロッ

パ滞在の機会を利用されたものである。短時間かつ少ない費用で旅行ができるよ

うになったおかげで，多くの研究者が大会に参加できるようになっただけでなく，

ユフロの研究組織の名階層の個別の研究集会をしばしば催すことが可能になった。

多くの研究者が直接対話によって交流するようになったことで，ユフロの利用価

値が飛躍的に増大し，多くの国の多くの研究機関がユフロに加入することの利益

を得た。さらに，多くの国際的な援助組織が外貨の乏しい国々の研究者に大会そ

の他への出席費用を援助していることも見逃せないことである。

もう一つの大きな要因は，第二次世界大戦後の植民地帝国の崩壊であろう。こ

れは旧植民地諸国の独立によって国の数が増えたということにとどまらず，それ

まで宗主国の都合で行われてきた森林や林産物の取り扱いが，それぞれの地域の

人趨の利益のために行われるようになったということである。例えば，植民地時

代のナイジェリアは丸太を輸出し，鉄道の枕木を輸入していたという4)。すなわ

ち，地域の森林が収奪から保続へと取り扱いが変わり，そのためには地域に応じ

た技術の発展が要求されるということである。

ユフロの拡大は同時にその対象とする森林や樹種が組織の拡大の幅よりも増え

たということである。ユフロの研究組織もまたこれに応じて拡大せざるをえない。

林業技術No.6081992.11



その結果，ユフロは「先進国」の組織から多くの開発途上国とともに歩む組織と

なった。開発途上国特有の問題を取り扱うユフロの内部組織(SPDC:開発途上国

のための特別プログラム）が作られた。

「環境と開発に関する世界委員会｣の報告5)が1987年に出てから，「持続可能な

開発｣が世界の合言葉となった。「持続可能な」は昔から林業の世界で守らなけれ

ばならない原則として伝えられてきた「保続」にほかならない。我々の職業が昔

から，さまざまな困難と戦いながら守ろうと努めてきた原則であり，自然を相手

に仕事をしてきた先人の生活の知恵である。ユフロもまた，これからも，この原

則に忠実に従いながら，変化する社会のさまざまな要求に対応していくことにな

るであろう。これについて，今度の･100年祭で，「ベルリン宣言｣が参加者に配布

されているので紹介しよう。

ユフロのベルリン宣言1992年8月

1892年8月，ドイツ国エーベルスワルデにおいて国際林業研究機関連合(ユフ

ロ）が発足した。

1992年8月，我々は国際林業研究機関連合の100歳の誕生日を祝った。

ユフロは,111カ国700余の研究機関の1万5000人の科学者を擁するまでに成

長した。

この100年の間，ユフロは研究技術の発達と標準化を通して林業・林産業につ

いての国際協力を進めてきた。この研究活動から世界の林業と林産物の利用につ

いての多くの進歩がもたらされた。

森林生態系は世界のすべて｡市民の経済的，社会的，精神的，および環境につ
いての幸福な生活にとって欠くことのできないものである。

ということの上に立って，この集まりは次のことを決議した。

ユフロは，科学に基づいた林業の政策と意思決定の擁護者であり続け，林業の

科学的良心として奉仕する。

ユフロは，ユフロの次の世紀に向かって，科学的な情報の信頼できる源として，

その実力と名声を維持し，拡大する。

ユフロは，新しい科学の情報の交換と，それを手に入れる方法を改善する。

ユフロの会員である研究機関と科学者は，環境と開発に関する国連会議のアジ

ェンダ21の第11章の林業プログラムが，最善の科学的・技術的な支援を受けて

実行されることが保証されるように仕事を進めることを委任されている。

ユフロは，森林生態系の保全，利用および復旧に対して，健全な科学的原理に

基づいた支援を行うことによって社会に奉仕する。

ユフロは，国際農業研究機関支援グループ(CGIAR)に属する機関を含めて，

他の科学その他に関する国際的な機関との協力を拡大する。

ユフロは，新しく生まれた国々と発展途上世界における活動を強化することに

よって，地球規模の政治的側面の変化に対応し，それによって生まれた機会を活

用 する｡(以上）

この宣言は，同時に，過ぎ去った第1世紀にユフロが努力してきたことの再確

5

ユフロの第2世紀
に向けて
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認でもある。ユフロの第2世紀を語るにも，この宣言に異議を挟んだり，改善を

提案することは何もない｡世の中のさまざまな変化に対応しながらも,100年前の

創立の志をひたすらに追い求めればよいであろう。

ただ一つ気になることは，これまで環境問題の文脈の中で「南北問題」が論議

されてきたのが，ここにきて，「南北問題｣の文脈の中で環境問題が論ぜられるこ

とが多いという世の流れである。このことを強く感じたのは，本年2月にバンコ

クで開かれた第3回太平洋環境会議6)であった。本年6月の環境と開発に関する

国連会議(UNCED,地球サミット等とも呼ばれる)では，この流れはさらに激し

くなったように，メディアからの断片的な情報から感じられた。そして，環境問

題はまだ南北問題に組み込むことができるほど成熟してはいないというのがこれ

に対する私の感想である。「環境」問題は容易に，あるいは安易に，「林業」問題

と読み換えられるであろう。

最後に，ユフロに対する日本の貢献について触れたい。前述のように，わが国

はヨーロッパの外からユフロに参加した最初の国である。しかし，交流が盛んに

なった今日においても，ユフロの各階層の研究組織で指導力を発揮している研究

者の数は，会員機関数と研究者の数が多い割には決して多いとはいえない。ユフ

ロヘの貢献度はこれによって測られることが多い。これにはさまざまな理由があ

ることであろう。研究集会に出席する旅費の獲得が困難なこともその一つであろ

う。しかし，これは「大学院学生が新婚旅行を兼ねてユフロ大会に出席する」時

代には，対外的な説得力のある理由とはなりえまい。国際貢献は,ODAの金額や

PKOだけではない。

1）

2）

3）

4）

5）

6）

Speer,J.:IUFRO1892-1972pp.25,As,1972

100YearsoflUFRO.pp､35.Vienna,1992

ユフロの歴史

坂口勝美:1.ユフロの発足より14回世界大会(1967,ミュンヘン）の直前まで．その1

細織運営の沿革.IUFRO-Jニュース.No.40,9-13.1990

坂口勝美：Ⅱ．同上その2研究活動の組織．同上,No.41.16-18.1990

佐藤大七郎:111.ミュンヘン大会からオスロ大会まで(1967-76).同上,No42.1991

松井光藩：Ⅳ、日本大会とその前後(1974-81).同上,No.44,5-8.1991

Adeyoju,S.K:ForestryandNigerianeconomypp.308,Ibadanl975

環境と開発に関する世界委員会：地球の未来を守るために.pp446,1989(WorldCommis.

siononEnvironmentandDevelopment:Ourcommonfuture,1987の邦訳）

佐藤大七郎：第3回太平洋環境会議所感．第3回太平洋環境会議報告書,p.37-39日本環
境協会,pp.164,東京,1992

＜完＞

林業技術No.6081992.11
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日本近代林学揺藍の地を訪ねて
工一ベルスワルデと松野硝

1．はじめに

ユフロ創立100年祭記念集会が本年8月31日

ベルリン近郊のエーベルスワルデ(Eberswalde)

で開催された。この地はエーベルスワルデ林科大

学（高等森林専門学校）の名で世界の林業界に古

くから知られており，またユフロ発祥の地として

も著名である。
はぎ腹

日本近代林学の先駆者といわれている松野棚

氏がこの学校で林学を修めたことは，明治以降の

わが国の林学や林政に重要な意味を持っている。

筆者は手束著｢森のきた道｣7)によってこのことを

知って以来，文献をあさりながら，いつかこの地

を訪れたいと願ってきた。今回，上記集会参加を

機に年来の念願を果たすことができた。

2．松野硝氏のこと

松野硝氏，弘化4年（1847）長州藩郷士の生ま

れ。蘭学などを学んだのち，明治2年東京に出て

独語を学んだ。次いで明治3年，北白川宮殿下の

ドイツ留学の随員として留学派遣された。翌年，

殿下の陸軍兵学校入学を機に自らの勉学に戻るこ

とになる。当時明治政府が派遣した国費留学生は

意外に多く，松野氏は211人目だというd1)~6)。

留学目的は政治，法律，兵学，医学といったも

のが大部分で，氏は「国家経済学」を学ぶことに

なっていた。しかし，渡欧して以来，産業振興に

役立つ実学を学びたいという思いに悩み，同郷の

先輩青木周蔵（当時駐独公使）に相談したところ，

｢Forstwissenschaft｣(林学)なるものがあると聞

き，林学を志すに至った。

意を決した氏は1年間普通学を学んだのち，エ

ーベルスワルデのR.Hartig教授の勧めで実地研

修をして,明治5年10月よりエーベルスワルデ高

小林富士雄

等森林専門学校に正式入学した。

学を終えた氏は明治8年8月に帰国し，留守宅

に届けられていた手紙を懐に大久保利通を訪ねた。

大久保は当時内務卿として明治政府の最高実力者

であり，内務省地理寮木石課（改め山林課）に松

野氏は採用された。まず森林調査の必要なことを

説き，「官林調査仮条例｣を作り天城に入って自ら

森林調査の範を示した。

当時一般人はもちろん，政治家も森林・林業の

理解者が少なく，氏は先駆者としての努力を続け

た末に，普及啓蒙や林学教育に力を注ぐようにな

った。そのうち特筆すべきは林業試験場と山林学

校の創始である。

松野氏の山林課での仕事は当初，大久保卿の庇

護のもとに順調に進んできたが,明治10年同卿が

暗殺されるに及んで一時蹉跣したようである。し

かし機が熟して明治12年には山林局ができ，同

14年これが農商務省山林局となった。これに先立

って氏は森林官養成のための学校創設の働きかけ

を続けてきたが，なかなか上局者の理解が得られ

なかった｡その働きかけの途中段階の明治10年に

西ケ原の樹木試験場ができ，これがのちの林業試

験場の起源である。

明治14年10月，西郷従道が臨時の農商務卿に

なった折に山林学校の話を持ち出したところ，卿

はじっと聴いた後，意外にも「おいどんがやりも

つそう」という千金の重みのある返事が返ってき
きんきじゃくやく

て，年来の悲願がかなった松野氏は｢欣喜雀躍お

くところを知らぬ」有り様であったという7)。

早速西ケ原に建物を造り,明治15年8月農商務

省東京山林学校が発足し松野氏は校長に任ぜられ

た°山林学校はのちの学制改革で東京農林学校，

林業技術No.6081992,11
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次いで農科大学となった。これが東京大学農学部

林学科の前身である。

松野氏は明治23年農科大学教授を辞任して行

政に戻り，長野および東京の大林区署長（現在の

営林局長)などを経て，明治38年山林局林業試験

場の発足とともに初代場長となった。

このように，松野硝氏が明治日本林業の技術・

研究の教育の祖であることは言をまたないが，氏

の学んだエーベルスワルデについては意外に知ら

れていない。

3．エーベルスワルデのこと

渇仰の地であるエーベルスワルデを訪れるべく，

筆者はチェコでの2週間の仕事を終え，ドレスデ

ンに1泊ののち，松野氏の関係記録を筐底に収め

勇躍する心を抑えながらベルリンに向かった。

8月30日,ベルリンのフンボルト大学でのユフ

ロ国際評議員会に出席し，翌日ユフロ100年祭に

参加する多くの人々と貸切バスで国道11号線を

北北東に向かった。約2時間で着いたコーリン大

修道院(KlosterChorin)で開会式典を行った後，

バスは近郊各地に向けて散っていった。筆者のバ

スは旧中央林業試験場のキャンパス（最近その主

体は近傍3州を対象とする地域林試となった）を

訪れたのち，学校のあったエーベルスワルデ旧市

内に入った。

エーベルスワルデは町村合併によって現在は

Eberswalde-Finowという市になっている。ベル

リン北東方向50kmに位置し,人口約8万人｡ベル

リンからは列車約1時間で達する。学校のあった

地は旧エーベルスワルデ市街南西部に位置し，周

辺は小公園，教会に接する静かな環境である。松

野氏が学んだ建物はオールドアカデミー(Alte

FOrstakademie)と呼ばれ，白壁・赤屋根の風格

ある平屋である。この横に1棟，裏に1棟，赤レ

ンガの大きな建物があり，これらはニューアカデ

ミーと呼ばれ，新しいものである。オールドアカ

デミーは現在主として小集会などに使われ，隣り

のニューアカデミーは昆虫研究所になっている。

エーベルスワルデ高等森林専門学校は1837年

このオールドアカデミーの中に誕生し，ここで初

林業技術No.6081992.11

写真･1松野氏が学んだ校舎オールドアカデミー。手前は
当時の校長ダンケルマンの像

代校長ファイル(Pfeil)が講義を開始した。松野

氏がここで学んだのは1872年から75年にかけて

である。1870年プロシアはフランスとの戦いに勝

利し,1871年大ドイツ帝国をつくった直後であっ

た｡おそらく戦勝後の国民意識高揚の時期であっ

たと想像される。

当時の校長はダンケルマン(Danckelmann)で

あり，松野氏とも親交があったとみえ，帰国後も

手紙の往復がある2)。ダンケルマン（1831～1901）

は1866年若冠35歳で校長となり，1871年にはプ

ロシア各地の林業研究組織を合併し新設された中

央林業試験場の場長となり，これを死ぬまで勤め

た。1892年ユフロ創設者の一人であり，ユフロ第

2代の会長でもある。

松野氏が入学したのはダンケルマンが同校を5

分野に再編成した直後であったと想像される。5

分野とは気象学（主任A・Remele),化学･物理学

(C.Schtitze),植物生理学(R.Hartig),動物学

(B.Altum),それに林業学であった。林業学は最

初Oberf6rster(営林局長に相当)のベルンハルト

(A.Bernhardt)が講じ，その講義は造林学から収

穫学に及ぶ内容であったという')3)。

その後の輝ける歴史を重ねた同校は,1945年ベ

ルリン工科大学の一学部となり，さらに東ドイツ

に林学の2学部は不要という東独政府の決定によ

って1962年廃部となり，1963年ターラン1,校へ

の吸収合併という運命をたどった。当時のいきさ
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写真･2オールドアカデミー前で行われたユフロ100年祭
祝典。後方の建物はニューアカデミー

写真･3森林博物館の展示。写真はエーベルスワルデ高
等森林専門学校の初代校長ファイル

つに詳しい旧西独の某教授によると，冷戦時代西

側ニュースの入りやすい東ベルリンに大学生を置

くことは好ましくないので，はるか南部にあるド

レスデン郊外のターラント林科大学（事実この学

校はValleyofSilenceと通称される谷間にある）

に移したのだという。真実であるとすれば，政治

の非情さを物語る歴史の一コマである。

ユフロ記念祭はオールドアカデミーの前で行わ

れ，静かな町は1,000人近い大集会と吹奏楽の響
そうじよう

きで一瞬騒擾の町と化した｡日本近代林学先駆者

の面影と同校の歴史を静かにしのぼうとした筆者

の思わくは見事に外れたが，次の「森林博物館」

の話がこれを辛くも救ってくれた。

式典の騒ぎが収まったあとオールドアカデミー

に入ると，当校の歴史を主とした展示を並べた

ForstMuseumが一室を飾っていた。これはユフ

ロ100年祭にちなんで本日から1週間開かれる。

案内に立っている女性のたどたどしい英語で根掘

り葉掘り聞き出したところによると，町の有志が

長い間Museumの建設運動を行ってきたが,今も

って認可されないという。ユフロ記念祭は天与の

チャンスと思い，古い資料と新しく作ったパネル

を並べたものだという。松野硝という名も聞いた

ことがあるという。展示室の一隅に超大版の写真

入り卒業生名簿があり，その中に松野氏の記録も

あるはずという。記録はガラス箱に収納され，当

日は残念ながら手を触れられなかったが，どなた

かが他日目を通してくださることを期待する。

松野氏の留学中，岩倉使節団にまつわる有名な

エピソードがある｡明治の要人約50名から成る岩

倉使節団が明治4年から約2年間で欧米12カ国

を歴訪したときのことである。明治6年3月，こ

の使節団がベルリンに来て約2カ月滞在した際，

副使木戸孝允が留学生名簿の中に目ざとく「森林

学」という言葉を見つけた。これに対する青木公

使の説明に興味を持ち，松野氏をベルリンに呼び，

これにこたえて氏が森林の効用とこれが国家経済

にとって重要であることを論じたところ，同席し

ていたもう1人の副使大久保利通ははたと机をた
うよるこ

たき「案を拍って大いに悦んだ」という7)。前記手

束著はこれを「日本林政の方向はベルリンで決ま

った」と軽妙に表現している。

（こばやしふじお・日本林業技術協会顧問）

参考文献

Dittman,O.&E.Schultz(1992):DerWaldBerlin

42（8），280-283

大日本山林会（1882）：雑録，大日本山林会報告8号，
150-151

1UFRO(1992):100yearsoflUFRO,35pp.

八戸う謎（1896）：大日本山林会報157号，14-31
村田重治(1908)冒同307号,1-12

成川房幸（1930）：明治林業逸史（後編)，435-444
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IUFRO

｢カラマツの産地と育種」の研究集会

三上進

はじめに

IUFRO100年祭記念集会の一環として9｢カラ

マツの産地と育種」の研究集会(S2.02-07)が，

"産地研究を基礎にしたカラマツの育種における

成果と今後の方向"というトピックで,9月5日か

ら12日までの8日間にわたり開催された｡参加者

は日本から小生のほかに森林総合研究所の山本千

秋氏，同．長坂寿俊氏，北海道教育大学札幌分校

の小泉章夫氏，その他，ドイツなど9カ国3()名，レ

デイース5名，チェコの現地参加17名であった。

カラマツの産地試験については,現在,ヨーロッ

パカラマツ第二次国際産地試験とニホンカラマツ

国際産地試験が実施されている。このワーキング・

パーティーの活動は,上記2樹種の産地試験のほ

かに林業上重要なカラマツ属樹種も含めて,種間

雑種,次代検定,無性繁殖など育種に重要な役割を

果たす技術的事項を扱うことにしている。リーダ

ーはドイツのヘヅセン林業研究所育種部長Dr.

Weisgerberであり,小生が補佐の役を担っている。

産地試験は，1823年のヨーロッパアカマツに始

まるといわれているが,1900年のIUFRO大会で

産地試験を取り上げるべきことが決議され，その

後，世界の各地で多くの樹種について産地試験が

組織的に行われるようになった｡現在,IUFROの

組織にr産地,育種,遺伝資源」(S2.02)があり，

19のワーキング・パーティーが活動しているが，

その中の13が産地試験に関するものである｡この

ように，産地試験の歴史はIUFRO100年の歩み

とともにあり，その間，新たな需要，実験手法，

解析手法が導入されてきた。最近では，遺伝資源

の保全・評価という新しい役割も加わっている。

林業技術No608199211

今回の研究集会では，ヨーロッパカラマツ第二

次国際産地試験とニホンカラマツ国際産地試験が

ほぼ30年を経過したことから,両産地試験の最近

の成果，両樹種の雑種の造林成績が話題の中心と

なった。

全体会議

9月5日（土）にベルリン工科大学本部ビルデ

ィングで全体会議が開催された。

開会あいさつ(Dr・Weisgerber)

セッション1：産地研究の最近の成果（座長；三

上・Wyckoff,G.W､)。スウェーデンのDr.

Martinssonが招待論文「カラマツの産地試験

一今我々はどんな位置に立っているのか？」を

報告した後，8編の研究成果が発表された。日
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され,それを回復するために1800年ごろからヨー

ロッパアカマツが組織的に造林され始め，現在で

は森林面積の82％がヨーロッパアカマツとなっ

ている。したがって，カラマツについては古い試

験地があるという程度の印象であった。

Neuruppinのカラマツ雑種検定林は，ヨーロッ

パカラマツとニホンカラマツの正逆交雑およびそ

れぞれの種内交配組み合わせ家系の20年生林分

であり,樹高が12～14m,胸高直径が13cm前後で

ある。種間雑種は種内雑種よりも樹高および胸高

直径で約6％優れた成績を示している。ここでは，

幹曲がりの評価方法が話題となった。また,Cho-

rinのニホンカラマツ国際産地試験地はEbers-

waldeの北隣に位置し,32年生である。産地は日

光野州原，草津万座，浅間追分，八ケ岳立沢下部，

甲斐駒ケ岳，木曽駒ケ岳，鉢盛山の7産地のみで

ある。12年生までに，ならたけ病の被害によって

約40%が枯損したそうである｡すでに優良木を残

す強度な間伐を実施しており，今後はブナを下木

槌識する計画になっている。平均値を見ると，浅

間産と万座産の成長および幹の形質が良く，ヨー

ロッパにおける他の試験地の成績と同じ傾向を示

している。

（2）ザクセン州

エベル川に面したPirnaの民宿に3泊し，ザク

セン林業研究所試験研究部長Dr.Braunの案内

で,Graupaの上記研究所の苗畑試駄3カ所の雑

種カラマツ検定林，ザクセンのスイス$6Sachsidle

Schweiz''と称される国立公園,大気汚染によって

消失したトウヒ跡地などを視察した。ザクセン州

の森林は,1950年代から始まった大気汚染によっ

て61％が被害を受け，7％は激害林分であり，現

在においても汚染は続いている。ザクセン高地の

ヨーロッパトウヒ林は壊滅的な被害を受け，山は

丸裸の状態である(写真･1)。ザクセン林業研究所

ではカラマツ雑種種子生産，トウヒ(P.""-

率犯7zs,P."2zz7""α）・ニレ・シナノキ・ブナ・カ

ンパなどの養苗試験，造林比較試験を行っている

が，その中で，カラマツ雑種が早期緑化樹として

有望視され，激害・重害・中害地帯で検定が進め

七
二

写真･1大気汚染によるヨーロッパトウヒ林の消失
（チェコとの国境付近のザクセン高地）

本からは山本氏，小泉氏が発表した。

セッション2：種内及び種間雑種（座長;Behm,

A.)。フランスのDr.Paquesが招待論文｢種間

及び種内交雑の現状」を報告した後，5編の研

究成果が発表された。

ポスターセッション：その他の育種技術として，

産地試験研究3，抵抗性1，花粉採集1，パイテ

ク関係5の10編の研究成果が発表された｡日本

からは長坂氏が発表した。発表論文の詳しい内

容を知りたい方は,Proceedingsを持っている

前記割ﾛ者にご連絡いただきたい。

研究旅行

9月6日（日）ベルリンのForumHotelBerlin

からスタートし，9月12日（土)プラハ駅解散ま

での7日間にわたるバス旅行であった。旧東ドイ

ツのプランデンブルグ州およびザクセン州のカラ

マツ各種試験地・チェコ国境付近の大気汚染地帯

における造林試験，チェコにおけるカラマツ産地

試験・大気汚染地帯の造林・雑種カラマツ検定林

・遺伝子保存林・天然林保護地域を視察し，現地

検討を行った（図・1)。

（1）プランデンブルグ州

Eberswaldeの林業試験場育種部長Dr.F.

Weiserの案内で,雑種カラマツ検定林とニホンカ

ラマツ産地試験地を視察した。プランデンブルグ

州の森林面積は約100"haであり，州土の33%

に当たる。自然植生は，州の北部と南西部丘陵地

ではブナが優占し，中央部と南部の良い立地では

ナラにシナノキやシデを含む混交林，土地の悪い

所ではカンパ林となり，東部ではヨーロッパアカ

マツが加わるようである。17世紀末に森林が乱伐

林業技術No.6081992.11
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用されている。この地帯のカラマツの

造林面積は新植地の10％であり,今後

もその役割は大きく，移行林分とター

ゲット林分の両者に利用されることに

なっている。これまでの産地試験およ

び交雑種の検定結果から，スデーテン

産カラマツが有望との説明であった。

スデーテン山地東部に分布する天然

生ヨーロッパカラマツ(Sudetic

larch)は，ブナ・トウヒ・モミとの混

交林として出現する。海抜高は

400～600mであり，年平均気温8｡C,

年降雨量600～1,000mm,林齢

110～130年生である。カラマツの胸高

直径は40cm前後,樹高35m前後であ

り，形質は非常に良い（写真･3)。現

在,540haが遺伝子保存林として指定

されている。ポーランド国境により近

い地区の天然林保護地域も上記と似た

誠

鍵

企
Ｉ

$雛Ａ
Ｂ
ｎ

蕊
塞

配
■
『

ド

雀
hロ

ア

ーー

霊弓

ニョー

庫，「

議
干

声
↑
河

篭
一､

~

謬引2巻，迩弓属
1，

写真･2ザクセン州Cunnersdorfに写真･3スデーテン・カラマツ位304Una刀創哩1五~言I~1禾仔4小こしLj目疋

おけるヨーロッパカラマツと二ホンの遺伝子保存林(林齢132年,平されている。ポーランド国境により近
カラマツの32年生雑種検定林（5均胸高直径46cI11,平均樹高32
×5二重格子型,1プロット4本,m) い地区の天然林保護地域も上記と似た
8反復） 猿腫構成であり，ブナ40％，カラマツ30％，モ

られている。古い検定林は31年生になっており，ミ25％，トウヒ5%,ha当たり蓄積628㎡であ

実用性の高いことが強調されていた。また，成長る。林床にはブナとシデ類(Hombeam)の更新が

および幹の形質の良い個体の選抜も行われている若干見られる程度である。ここでは，天然林の動

(写真･2)。態とカラマツの今後の保存計画が諦遁となった。

（3）チェコ 後記：夏時間のこともあると思うが，夕方の

林業・狩猟管理研究所研究副部長K.Vncul･a7時ごろまで明るいので，連日9時を過ぎないと

氏の案内とDr.Sindelarの専門的な説明によっ宿に入らないことと，さらに夕食後ビジネスミー

て，ドイツ国境のOre山地におけるカラマツ産地テイングが入るなど，かなりキツイ日程であった

試験地と樹種植栽比較試験地,Sudeten山地東部が，旧共産圏の森林の現状と研究の取り組みの一

の天然生カラマツ遺伝子保存体および天然林保護部を見聞する機会に恵まれた。古城や国立公園の

地域を視察した｡チェコの森林面積は約264万ha見学も折り込まれており，ザクセンやボヘミアの

で,森林の被覆率は33％である。森林構成比はト歴史・文化の一端にも触れることができた。また，

ウヒ547％,アカマツ178％,カラマツ3％,広印象としてはOre山地の大気汚染による森林被

葉樹21％(オーク6％,ブナ5．4％など)等である。害が強烈であったが，ニホンカラマツの評価が高

Ore山地北西部は海抜高700～1,000mで，なく，雑種の片親として実用的に使われ始めていた

だらかな丘陵地帯になっている。ドイツのザクセことは予想外であり，認識を新たにした。ただし，

ン高地の東側であり，大気汚染によって全滅したカラマツに関する研究としては，わが国のほうが

トウヒ跡地の再造林が行われている。移行樹種とはるかに進んでいるというのが実感であった。

して，カラマツ，カンパ，ナナカマド，ポプラ（みかみすすむ．森林総合研究所

(P.#7'e"2""),アオトウヒ(P.p,""9忽"s)等が利 生物機能開発部部長）

林業技術No6081992.1]
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中期保育（除・間伐，枝打ち）手遅れ林分の施業指針

これまでの施業技術に対する批判から見た

保育技術のあり方
谷本丈夫

1．はじめに

わが国の森林施業方針は，ドイツ林業の移入期にあ

った明治期および第二次大戦前後の混乱期を乗り切る

ために，そのつど大きな変換がなされてきた。森林の

保育は，森林の生産目的が決定され，その目的を早期

に確実なものとするために行われる。

木材の生産目標は，戦前には小径丸太の生産よりも

大径木が望まれたために，肥大生長を促進する間伐が

推賞された。戦後は小径木が好まれたから，密植造林

が行われ，この戦後の小径木利用を目的とした施業体

系によって造林された林分の間伐手遅れが問題となっ

ている。また，下刈り，枝打ちなどの是非についても，

わずか100年程度の間に4回にも及ぶ施業方針の変化

は，その実行に混乱をもたらしている。

前回本誌において，このような施業（生産）方針の

急激な変化やそれに伴う混乱が適切な中期保育の妨げ

になっていることを指摘した（谷本，1992)。本報で

は，新たな施業方針が打ち出されたそれぞれの時代に

おいて論議された保育についての論説，話題を主に取

り上げ，それらの検討から中期保育のあり方を述べて

みたい。

2．間伐方針の変化とその考え方

間伐は，現在最も実行が必要とされる保育の一つで

あるが，いろいろな事情からその実行が困難になって

いる。ここでは間伐の歴史を検証しながら，間伐実行

の問題点を述べる。

近代的な間伐に関する研究は,明治30年に寺崎渡氏

による，浅間山麓のカラマツ間伐試験地の設定が始ま

りであって，後の定性的な寺崎式間伐法の完成に寄与

した。昭和の初期までは特別経営部時代の大造林地が

間伐期に達し，大規模な間伐が行われたが，そのほと

んどは寺崎式B,C種間伐と呼ばれた弱度な間伐であ

った。しかし，当時は胸高直径15cm以下の小径丸太の

需要はほとんどなく，村松営林署管内のアカマツ林の

間伐報告などに見られるように，小径木を残存させた

上層間伐であったようである。

昭和初期の天然更新汎行時代に入ると，間伐方針は

強度間伐になった。この時代には間伐論争力壊んで多

くの間伐指導書が残され，その指導は強力に行われた

ことがうかがわれる。この強度間伐の理論的根拠は，

当時ブームであったともいえる森林生態学に基づく，

｢林の調和」や｢林冠配置」であったが，慢性的な不況

下にあった当時においては，要するに売れる間伐材を

求めた（荒木,1980)ようである。

当時，寺崎式間伐法の権威であった河田悲氏は，石

川県山林会の誹演において，間伐の概念を「林内にお

ける木の繁り工合，すなわち主として枝の差し方を一

見無理のないように治してやるための伐木」と説明し，

その原則的なやり方を，(1)残存木を遍在させないこと，

(2)努めて悪い木を伐:って良木を残すことだ，と述べて

いる。また，森林生態学の導入から間伐の目的は拡大

され，林内の環境を改良して，稚樹の侵入しやすいよ

うに林内を整え，品種淘汰の考えを加えている。すな

わち，(1)林相を改良すること，(2)良木を残すこと，（3）

天然更新の準備，またはこれに類する使命を遂行する

こと，(4)品種的良種を保護すること，の4項目の目的

を持つと整理している。

これらの要素を基に間伐の理論と選木の技術につい

て，(1)間伐の目的は，林相整理を第一義とし，その他

間伐の良い影辮は第二次的な効果とすべき，(2)林を組

み立てているものは1本，1本の木で，それらの形を

類別して，次に林型を類別することで現実林の状態を

考察する，(3)樹冠の重なりは階層構造を持ち，一階多

層林と多階多層林との2者から成る重複林が現実林分

である，(4)一階多層林（一般的な一斉人工林）の間伐

は，側圧形，上方被圧形，下方被圧形の樹形を基に，

適度に伐除するかの問題である，(5)重複林（複層林）

の間伐は，便宜的に主な樹冠層を階に区分し，まず上

林業技術No.6081992.11
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いずれにしても間伐の目的は，優れた木の

生長を妨げている劣る木を伐って，いつも経

営目標に適合する立木密度を保つことにある

が，その難しさは，隣接木相互の優劣を判定

することにより，樹形と林形から判断して劣

る木の中からrあの木は妨げになっている｣，

｢この木はまだ伐らなくてもよい｣などを判定

して，どの木をどれだけ伐るかを決めなけれ

ばならないことにある（牛山，1988)。

密度管理図による定量的な間伐法は，理論

的には優れたものであるが，その算出基礎と

なったそれぞれの資料は一定の密度管理を継

続して得られたものではなく，多くの現実林分

表･1スギ間伐基準表（一部省略）

疎仕立

ﾎ木|樹間距離(m)
胸
高
直
径
㈱
－
８
仙
佗
側
佃
帽
加
盟

密 仕立

樹間距離(m)

’十'÷
1.310.7120
1.50.82.3

1809127
2.01.03.0

22111133
241．23．6

25113138
2．71．44．1

中 庫仕立

樹間踵離(m)

↑÷'号
14107121
1．70．82．5

19110129
2．21．13．3

2411236
2．6133．9

28114142
3．01．54．5

主林木

本/ha

主林木

本/ha

主林木

本/ha ’十'÷
1610812.4
190.92.8

22111133
241．23．6

27113140
2.91.44.3

3.111647
3．31750

柳
一
蜘
一
蜘
一
蜘
一
岬
一
伽
一
Ⅷ
一
剛

蜘
一
伽
一
蜘
一
蜘
一
杣
一
岬
一
側
一
脚

4,800

3.500

2,700

2,200

1,800

1,500

1,300

1,100

階にある樹冠層の間伐木を定め，最下層階，次に中間

階の樹冠層から間伐木を定める。そして枝打ちとの併

用，間伐実行後の手直しの必要性を述べている。

このような名人芸的な定性的間伐は実行に困難が伴

うために，戦後は定量的な間伐の必要性が高まった。

昭和29年に発表され長野営林局を中心に普及された，

胸高直径を基準にする牛山式間伐法が初期の定量的間

伐法で，その後，生態学の密度効果理論を林木に応用

した研究がなされ，生産目標に応じて植え付けから伐

期までの全期間を通じて間伐後の立木本数を管理する，

理論的にきわめて優れた間伐法が確立され，今日では

間伐法の主流となっている。

定鐘的な間伐法は，立木本数を基準にして収穫表や

密度管理図などから地位別，年齢別に基準本数を定め

て，現実本数の差を何本につき1本伐ることを目安に

した選木を行うものであるが，現実には選木は機械的

に実行できず，幹級区分などによる選木法との併用に

なっている。

からの資料を基に理論的に導き出されている。このた

め現実林分との差が著しい場合が多い｡また,本数が決

定でき何本に1本伐ることが決定できても，環境条件

の異なる森林においては，機械的な選木は困難を伴う。

牛山式間伐法は，こうした問題点を解決するために

収穫表や密度管理図などから求めた，自己の経営目標

になじむ胸高直径ごとの主林木本数と，これらの主林

木の平均樹間距離とによって作られた基準表（表・1）

と，簡単な幹級区分,A:幹の形質や樹勢が周囲のも

のより優れているもの,B:幹の形質や樹勢に著しい

欠点がなく，その林分の平均的なもの,C:被圧木・

病虫害木・損傷木・傾斜木・曲がり，二股木など樹勢

が衰えているか，幹に著しい欠点があって育成価値の

ないものとし，優劣の判定基準は，大きさより幹の曲

がり，完満度,年輪幅,傷,割れなどの形質に重点を置

き，その木に触れながら，隣接木と比較して決め，一

般には元玉，二番玉の採材できる部分の形質とその木

の将来性，即収謹時の市場価格として，これらの優劣

柵柵僻洲
図･1劣悪木（幹級:C) 図｡21/2以内にあるもの 図｡33本列立の中のもの

州↑州111
図･4図・1～3の間伐後 図.53～4本に囲まれているもの 図･6優木共存
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判定と表･1の例のような基準に基づいて,間伐する木

を決定する。

イ，幹級C(図｡1),ただし，林分保護上必要なもの

を除く。

ロ，優れた木の基準樹間距離の1/2以内に立ってい

る劣る木（図・2)。

a)比較する木には劣っていても，周囲の他のも

のに比べて優れているものは，2本の優劣がつ

かないときと同じように列立させる

b)すでに下木になり樹冠が水平的に妨げ合って

いないものや，斜立して梢頭が1/2外に出てい

るものはこれに含まない

ハ，劣る大きな木で，その木の基準距離の1/2以内

に優れた木があるとき（図・2)。

二，優れているか，または類似の2本に挟まれてい

る木（3本列立の中の木）で，両側の2本の間の距離

が，この2本の平均胸高直径による基準樹間距離の

1.5倍を超えないとき（図・3)。

ホ，3～4本の残存木に囲まれ，それらのどれから

も基準距離内にある木(図・5)。ただし，中の木が特に

優れているときには経済性を比較して残伐を決める。

なお，優れた木が群生するときには，3本以上が列状

に並ばないかぎり1本とみなして距離にとらわれるこ

となく列立させる（優木列立の例外原則，図･6)。

これまでの間伐法には寺崎式，河田式，麻生式，牛

山式など多数が報告されているが，実行に当たっての

現実性から牛山式をやや詳しく紹介した。最近ではナ

スピ伐りと呼ばれる経済性の高い木を優占して間伐す

ることが，経営上有利であるとする間伐法が宣伝され

ているが，林道網，最終生産目標などに応じた間伐を

行わないと，現在は一時的な収穫が得られても，将来

的には林分そのものを破壊してしまうおそれがあり，

他の場所で成功した例の単なる模倣は危険である。

こうした一部の地域，林業経営者の結果を模倣せず

に，自らの森林の環境・規模・林分現況・家計状況・

市場性などを勘案して，将来を見越した経営目標を立

て，これになじんだ独自の間伐のモノサシを持たなけ

ればならないとする牛山氏（林経協月報，1988）の言

葉は，これからの間伐の実行に当たっての留意点を言

い尽くしていよう。

3．最近の間伐の方法に見る問題点

すでに述べたように間伐は，保育作業の中でも重要

な役割を持つため，古くからいろいろと解説がなされ

てきた。その背景には大径材生産，小丸太生産など時

15

代の要請の下に，それぞ

れ生産目標に応じて発達

した。この大径材生産と

小丸太生産を目標とする

間伐方針の変化は，第二

次大戦によって劇的に行

われ，特に戦後の小丸太

生産林業には盛んな木材

需要に裏付けされた高密

度，肥培などを技術的な

よりどころにした林地生

写真．l樹下植栽を繰り返産力の増強が図られてい

して完成したアテ林の多階た。
多層樹冠（択伐林形）

こうした背景の下に作

り出された現存の造林地は，森林生態学的に見て林分

の健全性を保つための間伐が必要になっている。間伐

手遅れ林は多く存在し，環境問題を絡めて社会的な解

決法が模索されている。間伐はさまざまな理由付けに

よって，これまで以上にその実行が促進されてくると

思うが，小丸太生産を目標としていた戦後の造林事業

のために，これまでに普及が図られてきた間伐技術の

無条件の適応が危ぶまれる結果となっている。

間伐の目的の一つには，年輪幅のそろった高品質材

生産が挙げられるが，極端に過密になった林分では年

輪幅が狭まり，強度の間伐を行うと急激な生長促進に

より年輪幅が不ぞろいになってしまう。高品質材生産

を目標とする間伐では，ときにより枝打ちを併用した

計画的な実行が必要であり，間伐の「高品質材生産が

可能」であるという利点の，うのみによる思いつき的

な間伐の実行は危険である。特に閉鎖が極度に進んだ

林分における高品質材生産を目指した間伐は，今後ど

のような年輪幅の生長が期待できるか，それを持続す

るために労働力，技術の保持など計画的な間伐が可能

であるかを十分に考慮して実行する必要がある。

河田氏は,間伐の役割について更新の準備,すなわち，

林内環境の改善を挙げているが，複層林の造成では下

木生長を促進させるために間伐が行われる。こうした

場合には強度間伐が行われる例が多いが，強度間伐の

弊害については，多くの教科書が指摘しており問題が

多い。複屑林に関連した間伐の是非について河田氏は，

すでに歴史的に択伐林形が存在する石川県の能登のヒ

バ林業（写真．l）において，各階の層を成す樹冠の配

置から間伐の実行の目安を指導している（前出）が,、

複層林形を誘導するための間伐については論議されて

林業技術No.6081992.11
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写真･2高密度林分を複層林造成のために

強度間伐したヒノキ造林地

いない。理想的な複層林形は,ヒバ林業,今須,田根林

業など樹種特性あるいは一時非難された財産保持的な

林業として，特殊な技術・社会的背景を基に発達して

きたもので，理想的に行われれば優れた効果を上げえ

るが，模倣では有害な点が多い。特に複層林形を造る

ための写真･2のような，強度の間伐は再考を要する。

牛山式間伐は，これまでの間伐技術の中では優れた

ものであるが，胸高直径を基準にした選木は，現存林

分のように長い間放置されているため過密状態になり，

樹高生長のみが促進された胸高直径の相対的に小さな

林分では，前報で述べたように樹冠が極端に縮小・衰

弱し，間伐を行っても間伐効果が期待できなくなって

いる。こうした林分は機械的な間伐実行ではなく，ご

く弱度な間伐か，間伐を省略しても収穫が可能なよう

な工夫が必要である。

いずれにしても，保育は生産目標に従った計画的な

実行によって，それぞれの効果を十分に引き出すこと

ができるのであって，急激にムードによっての実行は

慎み，これまでの保育経過と現実林分の状態から，そ

れに適した方法を選ぶべきである。模倣的な保育は危

険であることを再度指摘したい。しかしながら，労働

力の不足など社会環境，当初小丸太を生産目標にした

林分の大径材生産林分に誘導するための間伐技術は，

これまで考慮されてこなかった。間伐技術の無批判な

適応だけでなく，こうした新しい環境に立った間伐技

術の確立，模索が早急に必要となろう。

4．枝打ち，除伐の問題点

付加価値を高めた木材生産には，枝打ちによる無節

材生産が効果的である。しかしながら，枝打ちの実行

は間伐と同様に困難になっている。高密度の林分では

枝の枯れ上がりが促進されるので，採材利用部位，特

に元玉,二番玉程度までが105cnl角で完全に節が巻き

込まれる末口径7cm程度の位置まで(藤森,1985),枝

林業技術No.6081992.11

が自然に枯れ上がる密度が理想的で，その後は肥大生

長を期待した間伐を行い，樹冠の拡張を促進する。

多くの枝打ちの普及書が指摘しているように，高品

質材力糊待できない曲がりや欠点のある立木に枝打ち

をしているのを見かけるが，何のための枝打ちかを考

えて，少ない経費で効果を十分に上げることが肝要で

ある。また，林縁木の枝打ちは林内の気象などを悪化

させるため行わないとされているが，枝打ちの効果の

み力喧伝されると，すべての木に枝打ちを行う傾向が

強い。また，著者が高知営林局管内でうかがった話で

は，特別経営部時代に積極的に行われた枝打ちが，正

確に記録されていなかったために，枝打ち材との確認

ができず売り払ったところ，過去の枝打ち効果が高い

良質材が生産され，業者がもうかった例があった。せ

っかくの効果的な保育も記録がなければ無駄骨に終わ

る危険がある。施業の記録も大切な作業である。

5．おわりに

間伐，枝打ちなどの適切な保育が，効果を上げるこ

とは多くの報告で明らかである。高品質材生産の保育

では，樽丸材など優良大径材を生産目標にした吉野地

方の施業体系が優れ，弱度の間伐を頻繁に繰り返して

いる。しかしながら，すでに指適されている労働力不

足など社会経済的条件を考えると，経費削減の面から

強度間伐についての関心が高い(福地，1992)。これに

加えて，戦後の造林政策の基本であった高密度林分の

成林経過，特に樹冠形を考えた間伐の適応が，今後の

間伐技術の根幹として大切であるとの考えを前報に引

き続いて述べた。

間伐実行に当たって，最も考慮しなければならない

のは，比較的短伐期，小丸太生産を基本に行われた戦

後の造林が，適切な保育をなされずに成林しており，

これまでの一般的な保育技術の適応では期待した成果

が得られないおそれがある。牛山氏の言葉の再録であ

るが「経営者は自らの森林の環境･規模･現況･家計・

市場などから勘案して，固有の経営目標を立て，これ

になじむ間伐のモノサシを持たなければならない」こ

とになり，つまるところ中期保育の手遅れ林の矯正は，

これまでの研究成果などを勘案して，手入れを必要と

する造林地から，経営者独自の方法を学ぶことが大切

となろう。なお，牛山式間伐法の詳細は林経協月報

No.322,1988をご覧ください。

（たにもとたけお・宇都宮大学農学部）
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ザイセンチュウ抵抗性マツの育種とその供給

田島正啓

1．はじめに

マツノザイセンチュウによる被害は昭和54年

がピークで，この年の被害材積は2,435千㎡にも

達した。その後減少傾向にはあるものの，平成2

年度現在の被害材積は947千㎡と甚大である】)。

しかも被害は現在，当初予想していなかった日本

海岸地方，中部山岳地方そして東北地方のマツ林

にも被害をもたらしつつあり，今なお林業界にお

いても，また社会的にも重要な問題となっている。

一方，西日本を中心に行われたマツノザイセンチ

ュウ抵抗性育種事業が開始されて以来14年を経

過した。この間，実に多くの人々の英知と努力が

払われ，現在，抵抗性種苗の供給が行われる段階

に至った。

2．研究経緯

西日本地方でマツの枯損被害が顕著になった昭

和43年から4カ年間行われた特別研究「まつく

い虫によるマツ類の枯損防止に関する研究」にお

いて，この被害の主因はマツノザイセンチュウ

(以下材線虫と略記）であり，さらにこの被害は，

マツノマダラカミキリが材線虫の運び屋となって

被害を拡大していることなどが明らかにされた。

さらに昭和48年から3カ年間行われた特別研

究「マツ類材線虫の防除に関する研究」において，

材線虫の生態と寄生性，マツノマダラカミキリの

生態・生理，薬剤防除法などマツ類枯損防止方法

に関する研究が行われ，著しい成果を収めた。そ

の中で九州林木育種場（現・林木育種センター九

州育種場）と林業試験場九州支場（現・森林総合

研究所九州支所）は抵抗性育種の研究を担当し，

樹種間および樹種内の抵抗性の差や，種内におけ

る抵抗性個体の出現頻度などを調べ，抵抗性育種

事業の可能性の検討，方法論の組み立て，選抜，

増殖，検定方法の開発を行った。このような研究

成果を受けて，林野庁は昭和51年から2カ年間，

当時材線虫の被害が特にひどかった和歌山県以西

の四国を含む瀬戸内地方と九州地方の西日本14

県に対する委託事業「マツノザイセンチュウ抵抗

性調査事業」を実施し，約9万7千本の抵抗性候

補木を選定した。さらにその中から選抜対象地を

生存率10％以下の激害林に絞り,約3万7千本の

抵抗性候補木をリストアップし，本格事業に備え

た。

3．抵抗性育種事業

(1)マツノザイセンチュウ抵抗性育種事業

上述の調査・研究成果を受けて，林野庁は昭和

53年から7カ年計画で｢マツノザイセンチュウ抵

抗性育種事業」を開始した。この事業の目的は，

アカマツとクロマツの，激害林分の中から健全木

を選抜し，それらをクローン化して材線虫を人工

接種し，抵抗性個体を選抜する。その場合の抵抗

性の程度は，すでにその抵抗性が明らかにされて

いるテーダマツ程度以上とする。そして合格した

これらの抵抗性個体は，つぎ木増殖でクローン化

して採種園を造成し，そこから得られる種子を用

いて一般造林用種苗を生産するという，長期ビジ

ョンに立った大型研究プロジェクトである。

このプロジェクトは，当時の九州林木育種場を

プロジェクトリーダーとする関西林木育種場およ

び同場四国支場の3つの国の機関が中心となり，

また線虫に関する技術開発は林業試験場九州支場

が分担して，九州，瀬戸内および近畿地方の14県

の機関と共同で進められた。事業を進めるにあた

って行われた技術開発の結果，下記に示すような

林業技術No.6081992.1]
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方法が採択された。

①検定材料：実生苗とつぎ木苗との比較では，

検定結果の再現性および検定効率の観点から，1

次検定では1クローン当たり10本を,また2次検

定では20本の2年生つぎ木苗を用いる。

②接種方法：だれでも行える簡便で確実な方法

であり，能率が上がること，しかも材線虫の頭数

管理が適正に行えることである。その結果，生け

花用の鋸の背をナイフ化して，まず苗木の主軸を

10×5.0cm程度剥皮し，さらに懸濁液がこぼれな

いように鋸歯で傷をつけ，マイクロピペットを用

いて苗木1本当たり懸濁液0.1cc(1万頭）を接

種する，いわゆる剥皮接種法を採択した。

③検定条件：材線虫による発病は25℃以上で

進むことや，各機関の環境条件をできるだけ均一

にするために，接種はガラス室内で7月中～下旬

に行い，8週目の結果をコントロールのテーダマ

ツと比較する。そして生存率または健全率がこれ

と同等か，またはこれ以上のものを合格とする。

④コン1､ロール：対象とするテーダマツは，九

州林木育種場において指定した5個体の母樹から

採種した等量混合種子由来の2年生実生苗を用い

る。

⑤材線虫系統：材線虫の加害性は系統によって

異なることから,各地から採取した18系統の材線

虫をお互いに交換して接種検定を行った結果，い

ずれの機関でも増殖性が高く，かつ加害性が強い

線虫系統「島原」を用いることとした。またこの

線虫の元種（もとだね）は九州林木育種場で管理

することとした。

抵抗性候補木の選抜は，林木育種場は国有林を，

県の機関は公有林と民有林を対象に行われた。そ

してそれぞれの機関でつぎ木増殖と第1次接種検

定（1次検定）が実施された。1次検定に合格し

たものは該当するそれぞれの林木育種場において

再びつぎ木増殖して第2次接種検定（2次検定）

が行われた。

このようにして現地からの候補木の選抜，採穂，

クローン増殖，1次検定，再度クローン増殖，そ

して2次検定と7年間にわたり行われたマツノザ

イセンチュウ抵抗性育種事業は,昭和59年に一応

終了した。

当初の計画段階では，これまで成功を収めたマ

ツ発疹さび病，ニレのオランダ病，ドロノキのさ

び病，クリタマバチ抵抗性などの木本類の病虫害

抵抗性育種の例，バレイショ,1､マ1､，大豆類，

大麦などの1年性作物における線虫抵抗性育種の

例，および事業開始前に実施したプレテストの結

果から試算して,少なくとも両樹種とも50個体以

上の抵抗性個体が出現し,その結果25型あるいは

49型の採種園が作れると見込まれていた。しかし

表｡lに示したように，アカマツとクロマツの1次

検定数量に対する2次合格率はそれぞれ0.85%

と0.12％であり,樹種レベルによる抵抗性の違い

があることが明らかになった。抵抗性個体数はア

カマツ92，クロマツ16である。このため，クロマ

ツについては今後追加選抜等による補充が必要で

ある。

(2)マツノザイセンチュウ抵抗性松供給特別対

策事業

この事業は昭和58年から開始されたもので,そ

の目的はマツ枯損被害の現状にかんがみ，この被

表．11次および2次検定の結果 (単位：本）

樹種｜選抜数1次検定’1次合格’2次検定’2次合格

アカマツ

クロマツ

計

11.446

14,620

26,066

10.767

13,827

24,594

797

208

1,005

８
７
５

２
２
５

５
１
６

92

16

108

つぎ木活着の失敗等のため横数値は必ずしも継続していない

(H2年度林木育種事業統計より）

林業技術N().608199211
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接種後8週目の枯損状況

白っぽく見える部分が枯損木，アカマツ（上）に比べクロマツ（下）の枯損率は高い

害の防止策の一環として早期に抵抗性を有するマ

ツの種苗を育成し，緊急にマツの植栽を必要とす

る箇所に種苗を供給するためのものである。その

ため2つの方法が取られた。

1つはクロマツ（早）と馬尾松（畝）との人工

交雑により雑種種子(F1)和華松を生産し，これ

を抵抗性種苗として供給していく方法である。林

木育種センターでは材線虫抵抗性育種事業が始ま

る以前の昭和47年から,邦産アカマツとクロマツ

の遺伝変異の拡大を目的として米国から外国産二

葉松,4種の花粉を導入してSy"esi7'Es亜節内の

交配を進めていた｡ところが昭和50年ごろから材

線虫によるマツ枯損が社会的問題となってきたた

め,これら24種の種間雑種の材線虫抵抗性を調べ

たところ，アカマツとの組み合わせで2種，クロ

マツとの組み合わせで3種の雑種が有望視された。

その後の研究で，人工交配による稔性，抵抗性，

成長性等の点からアカマツよりもクロマツのほう

林業技術No6081992.l]
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が親和性が高く，その中でも和華松が注目され

た2)。そして昭和58年，中国から本格的に馬尾松

の花粉を導入して暫定種苗としての和華松の多量

生産が始まったのである。ちなみに和華松の命名

は，2国間の協力に基づいたことから大和と中華

民国からそれぞれ1字を取ったものである3)。

他の1つは，マツノザイセンチュウ抵抗性育種

事業における1次合格の親木から直接採種し，育

苗して，接種検定を行い，生き残った個体を抵抗

性苗木として供給していく方法である。平成2年

度現在の暫定種苗の山出し苗の累積数は,約19万

本に達している。

4．抵抗性種苗の供給

現在，本格事業で選抜された抵抗性クローンを

用いて各県にアカマツ15カ所，クロマツ17カ所

の採種園が，さらに和華松を用いた採種園が2カ

所作られている｡その具体的な箇所数と面積は表．

2に示すとおりである。これらのうち園齢が最も

古い採種園は，平成4年度現在5年生であり，種

苗の本格生産までには少し問があるが，徐々に種

子が生産されつつある。

九州育種場では抵抗性クローン集植所の108ク

ローンおのおのについて，雌花数，球果数，種苗

生産量あるいは家系別みしよう苗の生存率等につ

いて経年調査を進めている。各採種園のクローン

構成，クローンごとの着花量，管理状態および年

によって種子生産量は違う力:，今までのデータに

基づいて現状の抵抗性採種園から抵抗性種苗がど

れくらい生産されるかを大まかに推定し，結果を

図・1に示した。アカマツの家系別みしよう苗の抵

抗性にもかなりの変異が見られ，平均生存率は約

(万本
雌

）

０１

６

２

山
出
し
苗
本
数
／
順

345678910

園齢 （年）

図.1園齢に伴うアカマツ抵抗性苗の
生産予測(ha当たり）

7割である。また現在，クロマツ家系別みしよう

苗抵抗性検定を進めつつあるが，アカマツに比べ

てクロマツの種子生産量は著しく少ない傾向があ

る。

5．おわりに

候補木の選抜から採種園を造成し，種苗の生産

の兆しが見えるまでに通算14年を要したが,種苗

の本格生産までにはさらに5年程度を見ておく必

要があるだろう。現在家系別の抵抗性について調

査を進めているが，その結果いかんでは採種園の

体質改善が必要である。また将来的には抵抗性が

より強い個体，あるいは抵抗性と成長性を兼ね備

えた個体の創出のため，抵抗性個体同士あるいは

抵抗性×成長性の交雑も必要である。

他方，マツノザイセンチュウ抵抗性育種事業に

おいて，2つの職務育成品種「荒雄」と「関東林

育1号」が生まれたことも特記すべきことである。

（たじままさひろ・林木育種センター
九州育種場育種課長）

表･2抵抗性マツ類の採種園設定状況

参考文献
林業統計要覧，林野庁監修,1969～1992
古越隆信・佐々木研：二葉松類の種間雑種とマツノザ
イセンチユウ抵抗性及び今後の研究の進め方，関東林
育年報16.195～225,1982

古越隆信：和華松の生いたち，林木の育種138,
13～14，1986

地域｜アカマツクロマツ｜クロマツ×馬尾樋

1）

2）関
関
九
全

東
西
州
体

Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ

３
０
２
５

１

１

く
く
く
く

2.21

5.刀

0.60

8.58

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

２
７
８
７１

く
く
く
く

0.66

3.05

4.26

7.97

（2）0．95

3）

（2）0．95

（）は箇所数，裸数は面積でha

(H2年度林木育種事業統計より）
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環境保護策へのボタンのかけ違い
－アメリカ西部国有林のマダラフクロウ問題一

まえがき

わが国向けアメリカ材の主力供給地域であるワ

シントン・オレゴン2州について，長期的な生産

動向を調査し始めたのは1987年ごろからであっ

たが，当時はまだ国有林の収穫量が実際に環境攻

勢の制約を受けるに至っておらず，現地当局者の

環境保護問題への対処姿勢には余裕が感じられて

いた。ところがその後，年を追って事態が深刻化

し,現在は従来2600～2800万nf程度であった販売

量の中半を維持し得るか否かさえ定かでないとこ

ろまで当局側が追い詰められている。今や国際的

な広がりで森林問題がかまびすしいが，このよう

な，先進国を舞台として林業・林産業界を悩まし

ている環境問題発生の経過を見ておくことは，少

なからず参考になるものと思われる。

1．健全な保続経営の遂行

まず確認すべきは，アメリカの国有林は世論の

指弾を受けるようないいかげんな経営をしてこな

かったし，現在もしていないことである。この点，

豊富な蓄績があると国公有林でも過伐・早伐に陥

りがちな国際共通の傾向とは大いに違っている。

20世紀初頭の設定以来，これを永続的な再生資

源とするよう育成二次林の主伐期を100年前後に

定め，原生林を収穫し終わる時期にはこれに匹敵

する良好な後継林分を成立させるというオーソド

ックスな保続生産計画を基本としてその地道な実

践に努めてきた。再生森林への育成投資面から見

た経営水準は，同じ2州に存在する公私有林一般

に比較して最も高いと，現地の州政府や大学の専

門家からそろって評価を受けている。州有林はい

くぶん自制的であるが，一般の公私有林は第一次

大戦後売れるに任せて優良な原生林の伐出を進め

てきた結果，大方，伐り尽くしてしまい，近年は

手束平三郎

50～60年生の二次林収穫が生産の主力を成すに

至ったが，それにも限界を生じているという，長

期的な過伐現象を現しているのに対し，国有林は

なお豊富な原生林を保有しつつ，二次林はこれを

数十年後の収穫に備えて専らその育成に努めてい

る。アメリカ国有林はわが国のような独立採算制

ではなくて，一般会計に属するとはいえ，例えば

85年度7億ドル，90年度13億ドルの支出超過で

あるから，財政事情は決して楽でないが，増伐に

は陥らず，所要の育成投資予算が計上されて保続

経営原則がきちんと守られている。

2．広い保存地区の設定

さらにまた，2州国有林は原生林の全体を生産

対象森林としているのではない。現在190万ha

を植伐施業外の野生保護地区Wildernessとして

設定しており，2州内の国立公園73万haと合わ

せれば263万haの森林が線引きされて，原生林

の保存と野生の探勝を好む大衆のニーズにこたえ，

自然観察やレクリエーションサイトの施設にも少

なからぬ経費を投じている。

植伐施業外の保存森林は，2州だけでわが国全

国有林の1/3を超えるもので，当地域の国有経済

林607万haと比べても，土地利用区分として相

当思い切った措置であると観察されるのである。

3自然保護団体の原生林保存運動

一方，アメリカの自然保護団体は数多く，その

性格は必ずしも一様ではないが，単純な同好会の

ようなものばかりでなく，全国的に国民各層から

賛同者を集めた大きな団体がいくつかある。例え

ば最大の全米野生生物連盟NationalWildlife

Federation(NWF)は1936年度設立，会員550

万人で幅広い自然保護運動の中心活動を担ってい

る。全米オーデュボン協会TheNationalAudu.
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bonSOcietyは90年近くの歴史を持つ野鳥愛好

団体であったが，今は多くの科学者や専門家を抱

え，会員65万人の環境保護団体である。シエラク

ラプTheSierraClubも国立公園運動から始まっ

た古い歴史的団体で会員60万人である｡自然保護

国際委員会Conservationlnternationalは新しく

87年に環境保護運動の専門家集団として発足し，

メンバーには世界の動植物学者が加わり，環境ス

ワップなどを提唱している。これらの団体は政府

や議会に対する発言力が特に大きい。ところが従

来から団体の多くが原生林の保存を運動目標の一

つに掲げていて国有林には常にその要望が寄せら

れていたのである。しかし，前記のように国有林

の経営方針には一本筋が通っていて，単なる要望

では，ある程度野生保護地区などの増設はできて

も，それ以上にこれを押す手段がない。そこで西

部の原生林に限って生息するマダラフクロウが注

目され，やがてこれが脚光を浴びることになった。

4．マダラフクロウの出現

アメリカで貴重な生物の保存のために絶滅危倶

種保護法ThreatenedSpeciesActが制定された

のは1973年であったが,当時このマダラフクロウ

Nol･thernSpottedOwlのことは一般に知られて

いなかった。ところが，72年にフォースマンとい

うオレゴン大学の院生が，当時野生生物局を兼務

していたホワイト教授の指導の下でその生態を卒

業論文にしたことから，この烏がたまたま2州の

中で最も地味が良くて木材の主産地であるカスケ

ード山脈以西の太平洋沿岸地域と，これに続くカ

リフォルニア州北部の原生林に生息分布している

ことがわかってきた｡国有林でもこれについて80

年ごろから，ある程度配慮を加える姿勢を示して

いたが，保護団体側では，この烏の保護に焦点を

置くことが原生林の保存のために最も有効な手段

である，とする戦術がその道の知恵者によって案

出されたらしい。らしいというのはこの事を保護

団体側の関係者に確かめることができないからで

ある。しかしながら，筆者が87年にポートランド

の営林局を訪れてマダラフクロウの生態について

説明を求めたとき，局や併設の林業試験場の関係

者は異口同音に，これは原生林伐採反対のために

持ち出されてる意図的なものだから，実態に踏み

林業技術NO.6081992．11

込めば踏み込むほど先方のペースになるおそれが

あると述懐していた。

5．国有材軽営計画法の構成と計画策定の経過

アメリカの国有林については，わが国の国有林

野経営規程のような訓令レベルではなくて，76年

に制定された国有林経営計画法NationalForest

ManagementAct(略称NFMA)という法律があ

り，これが定める手続きに従って経営計画が立て

られることになっている。育成林の主伐期を平均

成長量最大の時期とするというようなことまで法

律条文なのである。経営計画は営林署の管轄区域

ごとに営林局の経営指針RegionalGuide(RG)

に基づいて立てる。ところがこの両者についてア

メリカ国民はだれでも意見を申し出ることができ

て，その一つ一つに国有林は回答しなければなら

ないという訴願Appealの制度が定められている。

本来この規定は利害関係者の意向をないがしろに

しない趣旨で設けられたものであったが，結果的

にはこれが自然保護運動のキャンペーンにとって，

絶好の手法を提供することになった。

さて，国有林の経営計画策定の作業は，83年の

NFMA一部改正を受けて逐次進捗し,84年に9

営林局のRGｶざそろって公示され,85年当時123

署中25について決定計画Finalとなり，その前段

の政府案Dl･a仕67を数え,86年度中には全署に

ついてFinalの策定を終える目途であったが,2

州の国有林については，大きな蹉跣をきたした。

84年に公示された9営林局のRGのうち，ただ

一つ北西太平洋営林局ForestService,USDA,

PacificNorthwestRegion(オレゴン州ポートラ

ンド市所在，ワシントン州6署,オレゴン州13箸

を管轄，以下PN局と略）のそれがいくつかの団

体からAppealを受けたのである。それは前記の

全米野生生物連盟をはじめとし，オレゴン州野生

生物連盟，レイン郡オーデュポン協会，オレゴン

州天然資源会議などであり，理由は指針のマダラ

フクロウ保護に関する森材施業上の配慮が不十分

だ，ということであった。ワシントンD.C.の農

務省森林局では局長の決定としてこれらの

Appealを否認し，公示どおりの案を決定するこ

ととした。その意図は原生林の保存について，団

体側の要望を勘案し，84年に野生保誰地区の増設



(76万ha,既設を合わせて190万haとなる)を行

ったことだし，経済体については細かい注文を聞

いても対応できないということであった。

ところが翌85年に農務省官房が森林局長の決

定を覆し，経営指針案を森林局に差し戻して，マ

ダラフクロウ保護計画を補充することを命じたの

である。なぜこのような事態を生じたのか，団体

側の圧力か，官房事務サイドの現場認識の甘さか，

その真相は明らかでないがおそらくその双方であ

ろう。森林局としては経営史上の一大痛恨事であ

り，これがマダラフクロウ問題を現在の迷走状態

に導く最大のきっかけとなった。PN局関係者は，

"Agreatdealhashappendsincel985"と述懐し

ているが，これがそもそもの始まりで，経済感覚

に無縁な観念的主張に果てしなく付き合っていく

素地が作られたのである。

ともあれPN局は，マダラフクロウの取り扱い

方針が整うまで経営計画の策定を保留し,翌86年

の8月までかけて環境影響評価の補充を行い，保

護対象とするマダラフクロウの数を増やして，改

訂RGと19署の経営計画案を公示した｡ところが

これに対しては全国から約40,000通のAppeal

が寄せられた。これまでのAppealは毎年多くと

も数百であったのが一挙に異常な数に上ったので

ある｡かくてこれらの処理は87年度いっぱいかか

っても終了せず，88年度に持ち越すことになっ

た。このような経緯の中でマダラフクロウはすっ

かりマスコミで有名になり，環境問題のシンボル

となる雰囲気が醸されるに至った。

森林局は40,000通のAppealを処理し，それら

の趣旨を勘案したうえで，最終の環境影響評価と

RG案を88年8月に公示し,12月にこれを最終

決定した。もとよりAppealをした団体や個人が

森林局の回答に満足したわけではないが，3年に

及んだ対応の結果について，この段階では農務省

官房も関係各省も異を唱えず,かくて19署の改訂

計画も90年のFinalに向けてDraftとなり，

NFMAに基づく経営計画策定の業務はようやく

終了するかに見えた。

6．本番の問題への展開

しかし，88～89年の森林局の処理は，団体側か

ら見れば一種の強行裁決であるが，それで事態を
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収めるには問題が最早あまりにも喧伝されすぎて

いた。Appealによる政府相手のキャンペーンの

限界を知った保護団体は，一転して裁判闘争を指

向し，これからがむしろ本番の問題展開となった

のである。団体側はその第1弾としてシアトルの

連邦裁判所に対し89年度のPN局の立木販売の

差し止め仮処分を申請した。理由はマダラフクロ

ウの保護手段が明確でないということである。裁

判所は局側の説明を求める間，約6カ月の販売業

務を差し止めた。いやしくも政府機関の経常業務

を長期にわたって差し止める処分は，いかに司法

優位国アメリカでもそう軽々に行えないはずであ

るが，政府が経済林においてもこれを保護すると

言明した以上，その内容を確かめることは理由と

して十分に熟していたのであろう。このため森林

局は局長の答弁として,フクロウの巣の周囲40エ

ーカー(約16ha)の林分は販売しないと言明する

ことによってこの仮処分を解いたが,結局89年度

の販売は1406万m＃と，初めて例年比1000万㎡以

上も落ち込んだうえ，さらにこの言明を巡って論

議が続くことになった。森林施業の現場でこのよ

うな方法を正確に実行することが困難なのは技術

常識であろう。それを知りつつ，こうとでも言わ

ねばならなかったところに当局者の苦衷がある。

前述のように，3年前に土地利用区分政策上の論

議たる性格を貫徹できなかったことのつけが正に

現れてきたわけで，年来の経営計画策定の作業が

ようやく完了した矢先のつまずきであった。

7絶滅危愼種ThreatenedSpeciesへの法定

しかしながらこの程度ならば一時は減産しても

いずれ回復しえたかもしれないが，保護団体側の

第2弾はさらに強烈なパンチとなった。これほど

政府側が裁判所の仮処分命令で苦しめられたとい

う事情は，マダラフクロウを絶滅危慎種の一つと

して法定すべきだという団体側の主張の絶好の背

景となり，その結果,翌90年の6月に野生生物局

がこれを法定種に指定したのである。かくてマダ

ラフクロウの保護は単なる国有林と団体との施業

上の約束事にとどまらず，法定手続きの問題に発

展した。法律であるからには政府機関たる森林局

は率先これを遵守しなければならなくなり，88年

12月の決定計画は90年10月に連邦記録として
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の手直しの手続きが取られた。

そこでまず農務省が主催するフクロウ保護のた

めの各省連絡科学委員会InterAgencyScientific

Committee(科学委と略称）が組織され，半年か

けた現地調査と審議の末,90年12月委員長の名

前を採ったトーマス報告が提出された。この報告

ではカリフォルニア州北部を含むマダラフクロウ

生息数が2,022つがいとされ，森林所有者別内訳

は，2州の1,489のうち，森林局国有林が994で

トップ,次いで内務省土地局所管国有林431,その

他の国公有林40,私有林24つがいである。

かくて，元は森林局国有林の原生林保存運動に

発したマダラフクロウ保護は，法規上はすべての

森林所有者にとって遵守すべき義務となり，公私

有林については州政府の指導事項になった。もっ

とも，その後の実情として,オレゴン州に80万ha

ある土地局所管国有林がほとんど森林局国有林と

同様の対処に迫られているが，公私有林は原生林

もマダラフクロウ生息数も少ないこともあり，伝

えられるほど強い影響を受けてはいない。

8．91年度販売量の激減と果てしない論議へ

さて90年度に国有林の販売量は2000万㎡に回

復していたが,91年度は科学委の報告に対する対

処を巡ってテンヤワンヤとなった。営林局の提案

には保護団体が反対提訴をし，林産業界も危機感

をみなぎらせて対抗提訴をする。裁判所の審査は

長びくばかりで，議会筋からも政治的仲介案が出

されるという混戦状態である。

この最中の4月に筆者はポートランドのPN局

へ2度目の訪問をし，局長以下から直接話を聞い

たが，要点は次のようなことであった。

①先々 はともかく,91年度は急変を避けて2000

万㎡の販売量を保ちたいが，まったく見当がつか

ないとのこと。－これが結局計画の定まらない

ままに1050万㎡という今までの最低量に落ち込

んだ。

②マダラフクロウのために野生保護地区を増設

しないという方針は堅持する。－しかしこの

後，施業上保護を要する箇所についての裁判所と

のやりとりの中から，生息保護地区HabitatPro-

tectionArea(HPA)という取り決めの範囲を

定めなければならないことになり，巣が空いても
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また帰ってくる可能性があるとかないとか，巣の

所だけでは不十分で移動の際に羽を休める林分も

必要だとか,92年の現在においても果てしなく続

くやりとりが始まった。これにまともに付き合う

となれば，営林局は野生動物管理局にならねばな

らないようにさえ見える。

③原生林材は減産しても二次林の主伐期を繰り

下げて収穫を補充しない｡－これは断固たる筋

の通し方であるが，法律改正論議などによる問題

の輪の広がりの懸念もあるやに観察された。

かくて91年度いっぱいもめ続けて92年度に入

ったが，年度の終わる9月になっても収穫計画は

定まっていない。営林局では裁判所の求めによっ

て92年3月までに環境影響評価をやり直したが，

その報告はすんなり受け入れられず，いろいろ注

文がつけられているという。何やら裁判官が保護

団体の代弁者になったような感があると，現地の

林産業界は批判している。

なおまた，91年12月に絶滅危慎種保護法に基

づいて，野生生物局にマダラフクロウ保存チーム

SpottedOwlRecoveryTeamという各界の専門

家20名を委員とする委員会ができ,事務局も設け

られてかなり大がかりな再調査が開始されている。

調査計画の概要は4月に公表され,最終報告は92

年9月末を予定しているが結果によってはまた新

たな事態を呼ぶ可能性が予期され,局では92年度

の販売を1500万m；程度，その後は13()0万m程度

と心積りしているが，なお状況待ちの姿勢である。

また，どのような結果が出ても，それを巡る緩急

双方への解釈と適用を巡って裁判闘争は避けられ

ないだろうという。かくては10月からの93年度

に入っても解決は遠いのではないか◎一説には大

統領選待ちで動き出すともいい，またマダラフク

ロウ以外の烏も取りざたされ始めている。

9．ボタンのかけ違い

以上がアメリカ2州の国有林を中心に起こった

マダラフクロウ問題の経過の概要であるが，国有

林の経営と林産業界にとっては実にドラスティッ

クな変化が強制され，その影響はわが国にも及び

つつある。収穫の一挙半減ということは造林・保

育も半減であるから，局署要員削減に及ぶ一方，

2州で今や減少してしまった原生林材といういわ



ばさしみの部分の原木供給がいきなり減少するわ

けで，しかもこれが私有林の二次林材資源の端境

期現象と時期を同じくして訪れていることから，

林産業の倒産や閉鎖による産出構造の縮小が必至

となる。すなわち国有林の資源は，収稚保続_上十

分に余力を存するにかかわらず，このような時期

にあえて生産を減少するという，地域経済振興の

観点からは政策の常識とまったく逆行する動きに

なってしまった。

地球上，特に先進国では残り少なになった原生

林を保存すべきだというのは国民一般の情操的な

要請である。これがヨーロッパや日本のことであ

ったならば，残存しているもの（実際はなんらか

の形で保護されているもの以外にはほとんど残存

していない）はすべて保存せよとの要求も，あな

がち不当でないであろう。しかしアメリカ・カナ

ダのような，先進国であっても大面積の原生林が

残存している国では，保存すべきもの，再生資源

として林業経営の対象とすべきもの，開発して他

の用途に充てるべきものの区分をするのが常識的

な政策手法である。したがってこの種の問題はあ

くまで森林利用区分の議論として争われるべきで，

それ以外に有効な解決方法はないのではないか。

アメリカ2州国有林はそのような考え方から，世

論尊重の意味で84年に野生保護地区の増設を行

って190万haとし，国立公園73万haと合わせ

て原生林の保存態勢を示したのであるが，保護団

体は全原生林の保存要求を捨てず，マダラフクロ

ウという特定の動物の保護を要求するという形で

営林局の経営指針に反対した。この段階で政府は

あくまで正面から森林利用区分に関する政策論と

して争うべきであったろう。少なくとも森林局は

その姿勢であったようだが，上部の判断の甘さが

災いして経済林においてもフクロウ保護をきめ細

かく行う婆勢をとらざるをえなくなった。そして

それを巡る3年間の押し問答がすっかりマダラフ

クロウを有名にしてしまって，絶滅危愼種指定へ

の気運を醸成し,一方において89年以後この問題

の審議に当面する連邦裁判官にも自らある程度の

予断を形成させる作用を生じたものと思われる。

森にすむ希少な烏が減少しているとなれば，その

防止策を講ずるのは先進国として当然であろうが，
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それを殺して食べたり使ったりすることではなく

て，自然に生息しているものの保存要請ならば，

地域経済問題との調和に立った森林利用区分のあ

り方をこそ論ずべき筋合いであろう。85年の時点

ならば，これを主張することで，いくらかの野生

保護地区の増設や箇所の変更程度で妥協できただ

ろうと思われるが，断固としてその姿勢を堅持で

きなかったことが問題を複雑にし，結局3年後に

見切りの強行策に踏み切ったころには,それまで

の種々の言質が盾に取られて，裁判ざたに発展す

る事態となり現在のような混沌状態をきたすこと

となった。技術論的に観察すれば，経済林の全域

においていっさい鳥の生息条件に影響を与えない

方法は現場作業としてまず不可能であるから，ほ

どほどのところで妥協することが期待されたので

あろう。しかしもともと情緒に短絡する観念的要

請はオールオアナッシングで，政治的妥協にはな

じまない。いかに地域経済に打撃があろうとも，

その配慮とは別次元の価値観に立つものであるこ

との認識に立った政策論を貫徹しなかったこと，

これが正にボタンのかけ違いになったと観察され

るのである。

90年ごろからは林産業界の提訴として地域経

済論の観点も相当強く主張されているというが,

証文の出し遅れの感が深い。

なお，この問題の収れんを難しくしている事情

の一つに，過剰といわれるアメリカ法曹界の構造

がある。60数万人の弁護士（わが国は1万4700

人）力訴訟に携わり，訴訟社会アメリカといわれ

るほど訴訟が頻繁で，かつ行政に対する司法優位

の雰囲気がある。そのような状況の中で，保護団

体の豊富な資金が，政府を相手とする絶好の弁護

士の働き場所を形成しているようである。

このような経過を先進事例と見るか，反面教師

と見るかは人それぞれの考えであろうが，森林問

題が国際的に脚光を浴びている折から，途上国へ

の寄与を求められる先進国自体の森林問題のあり

方としては，後者の受け取り方が妥当と思われる

しだいである。

（てづかへいざぶろう．林政総合調査研究所理事長）
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ニシアメリカフクロウ

SpottedOwl,SMwOccj庇"加眺

の生態

阿部學

1．はじめに

かつてはカリフォルニア州からアラスカ南東部にか

けて5千万haもあった胸高直径2～3m,樹高100

mもある古い原生林は，わずか1世紀足らずの間に

500万haに減り，現在は北西部のワシントン，オレゴ

ン，カリフォルニアの3州にまたがり小間切れ状態に

残っているにすぎない。この温帯性霜林には，厳しく

激変した氷河期を米国南西部の森林保護区で生き残っ

たニシアメリカフクロウ（和名，この種には3つの亜

種があり,northemspottedOwlはその1つ。亜種に

は和名が付けられていない）をはじめアメリカコノハ

ズク，ロッキースズメフクロウ，シロガシラキツツキ

など希少な生物が生息している。ニシアメリカフクロ

ウは北米大陸では上記コノハズクやスズメフクロウな

どと並んで最も分布が限られている種であるといわれ

ており，この原生林にのみ生息している(図・1)。この

図によると，カナダにも分布していることになるが，

実際にはこのフクロウが生息できる原生林はほとんど

残っておらず,現時点ではわずかに20つがいであると

いわれている。

ニシアメリカフクロウは，米国の絶滅危倶種馴呆護法

の対象種としてリストアップされているが，この法律

ではリストアップされた種の生存を脅かすような生息

環境の破壊や改変は固く禁じられている。森林局と土

地管理局がいくつかの特別地域で環境法に違反して森

林伐採を行っていたことを盾に，参考資料にあるオー

デュボン協会を含む複数の団体が裁判所に提訴した結

果，原生林の禁伐命令が出された。ここではニシアメ

リカフクロウの生態的特徴を述べたあと，米森林局の

姿勢，保護団体の動静について報告したい。

2．ニシアメリカフクロウの生態

英名は斑点フクロウとか，マダラフクロウというこ

■

ｌ
、

～

図･1ニシアメリカフクロウの分布域

とになる。この名前は体の上面や下面に白斑が多く点

在していることに由来しているが，わが国の和名はニ

シアメリカフクロウ（以下，フクロウ）となっている。

その羽色は原生林内でのカモフラージュに好都合であ

る。代表的な中型のフクロウで，日本産のフクロウ

鋤獅z"tzﾉe"S|耐よりやや小さく，雌は6359,雄は580

9ある｡一般に,動きの早い餌を捕る猛禽類ほど雌のほ

うが大きい傾向がある。定住性が強く，繁殖期にはな

わばりを椛える。昼間飛ぶのが不得意で，やかましい

カケス，キツツキにつつかれても動かないし，巣，上
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ナを守るためにアタックもしないところから，従順で

間抜けと考えられている。ワシミミズクなどの大型フ

クロウにより幼鳥が捕食される。ここでは一般に野生

鳥獣が生きていくうえでのカギとなる三大要素，すな

わち，食物，水，生息環境について触れたい。

1)食性(Food)

このフクロウは昆虫をはじめ，モグラ，ネズミ，コ

ウモリ，ナキウサギ，ムササビ，シジュウカラ，カエ

ルなどを食う。その比率を見ると，無脊椎動物57.4

%,I哺乳類37.5%,鳥類4.5%,両棲類0．6%となっ

ている。餌過が多いときには営巣数が多くなり，幼鳥

の巣立ち率も高くなるといった具合に餌量との間に相

関が見られる。採餌行動は待ち伏せ型で，夜間，葉が

生い茂った薄暗い中で長時間待ち構え，樹枝上や地上

にいる動物を捕食する。

2)水(Water)

このフクロウが水を飲んだり，水浴しているところ

は見られているが,フクロウにとって水が必要である

かどうかはよくわかっていない。18巣中15巣は400m

以内に泉か，枯れない流水があった。カリフォルニア

州では98％の巣が600m以内に水系が見られた。た

だし，水が生息条件のカギとなるか否かは不明である。

3)生息環境(Covel･)

このフクロウは，西部太平洋沿岸に残された数百年

を経た針広の大径木が粗密に入り交じり，植生的にも

構造的にも変化に富んだ森林の，渓谷に近く断崖に面

した所に好んで住んでいる。揖鼈耳圏はつがいによって

異なり，狭いものでは520haである。オレゴン州では

549～3,380haにも及んでいる。カリフォルニア州北

部では，331～1,656haで，平均は888haであった。

老齢林は林床植物が少ないために餌動物も少なく，一

つがいで最低408haは必要であるという。

年間を通して昼間寝るときは，天敵の目につかない

多段林を選ぶ。どんなねぐらを選択するかは季節によ

り異なるが，温度パターンや植生構造が基準となるよ

うに思われる。夏のねぐらは斜面下部または盆地の地

上1～5mのあたりに構える。冬のねぐらは地上

15～45mの上方にある。冬季,高い所で寝るのは熱が

上昇するからで，体温浪費防止に役立つ。北に面した

深い林にあるねぐらでは，巣内の温度は冬季でも摂氏

29.にも達するという。

フクロウの18巣中13巣は，胸高直径114～203cm,

樹齢220～380年の木の地上から30.5～610mの高

さにある樹洞に購えていた。また，3巣はヤドリギに
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より変形した枝に，2巣は他の鳥類の古巣に構えてい

た。18巣中15巣は，林縁(疎開地)から180m以上奥

にあった｡都合47個の巣を調査したが,斜面方位と斜

度との間には相関がなかった。このような資料を基に

考えると,営巣には最低81～1215haは必要であると

の結論に達した。

3．論争の問題点

多くの科学者は，このフクロウは単に原生林の健康

状態を示す指標にすぎないと強調している。すなわち，

種としてのニシアメリカフクロウはこの原生林でしか

生きていけないところから，仮に，その数が減少する

としたら，熱帯林と並ぶ世界的遺産である原生林もま

た消滅の淵にあることを意味していると主張している

(これは現に起こっている)。これが対立の理由で，こ

の問題は単にこのフクロウの運命にかかわることだけ

ではないということを銘記しておく必要がある。

これを受けて，森林局はこのフクロウを原生林にお

ける管理指標種として選択し，生態研究と生息環境ア

セスメントを行い，この地域で健全な個体群を維持し

ていける特別生息環境管理モデルを樹立した。しかし，

この決定はフクロウの生息環境保全と引き換えに深刻

な経済問題を提起し，大きな論争を巻き起こした。現

在，森林局，木材業界，自然保護団体の三つどもえの
こう

戦いは膠着状態にあるが，大統領選終了後，互いに有

利な立法化を求めて再び大きく動き出すことは必至で

ある。

（あくまなぶ．森林総合研究所研究情報科長）

－参考資料（裁判所に提訴した保護団体）一

驚マサチューセッツ環境グループ･1987年に米内務省

の魚類・野生鳥獣局に対し，ニシアメリカフクロウを
絶滅の危機に瀕した種に指定するように初めて嘆願し

た団体。

淵グリーンピース・世界で最も挑発的で過激な行動で

知られる国際環境保護団体。原子力兵器廃止，有害物

質使用反対等の運動をしているが，昨今は国内の森林
問題にかかわるようになった。1971年設立，会員230

万，年間活動資金5000万ドル，本部ワシントンD.C.。
鴬シエラクラブ・原生的な自然を保護するために設立。

現在は気候変動問題を含め環境全般を対象とし，特に

州や地方レベルでの効果的な草の根運動を行う。1892

年設立，会員60万，職員数290,年間予算3500万ド
ル。本部カリフォルニア州。

嵐オーデュボン協会・発足当初はバードウォチングか

ら始まったが，現在は動植物と生息環境などの自然資
源保護に関心を持っている。草の根レベルで組織され
ており，1986年以降原生天然林キャンペーンが運動の

最優先事項。1905年設立，会員65",全国に500支

部，職員数335,年間活動資金400()万ドル，本部ニュ
ーヨーク。（1992年，オーデュボン協会調べ）
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ス

一
・
セ
イ
ョ
ウ
ハ
シ
バ
ミ
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
そ
一

一
し
て
ジ
ャ
ム

一
・
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
の
食
卓
を
に
ぎ
わ
す
も
の
》

声
０
０
ｉ
０
０
ｉ
０
９
０
８
１
ｐ
０
０
０
０
９
６
６
△
ｑ
Ｏ
０
ｑ
６
８
０
Ｑ
０
９
０
０
Ⅱ
Ⅱ
０
０
Ⅱ
Ⅱ
９
９
０
９
０
０
０
０
ｇ
０
ｇ
０
－

ダ
イ
オ
ウ

切覇

ﾐさ

ー

脈
、＝

小学校を訪ねた。お巣子やリ

ンゴを食べてもいいそうだ。

セ
イ
ヨ
ウ
ト
チ
ノ
キ

腕
に
サ
イ
ン
を
せ
が
ま
れ

た
。
東
洋
人
・
漢
字
が
珍

し
く
て
た
ま
ら
な
い
？

し
て
の
エ
ス
ク
リ
ン
が
知
ら
れ
て
い
る
。

「
セ
イ
ョ
ウ
ニ
ワ
ト
．
」
の
紫
～
黒
色
に
熟
し
た
果
実

』

セ
イ
ヨ
ウ
ニ
ワ
ト
コ

ョ
ー
グ
ル
ト
製
品

が
、
枝
を
た
わ
わ
に
つ
い
て
い
た
。
ス
イ
カ
ズ
ラ
科
の
本

植
物
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
に
産
し
、
花
を

発
汗
、
利
尿
、
興
雷
剤
と
す
る
。
一
方
、
日
本
、
朝
鮮
、

中
国
に
産
す
る
コ
ー
ワ
ト
目
（
本
誌
、
五
九
一
号
参
照
）

の
幹
・
枝
を
接
骨
木
と
称
し
、
消
炎
作
用
が
認
め
ら
れ
て

お
り
、
打
僕
、
浮
腫
に
用
い
る
。
ギ
ブ
ス
用
の
セ
ッ
コ
ウ

に
こ
れ
を
入
れ
て
あ
る
。
花
は
発
汗
剤
と
し
て
風
邪
に
用

い
る
０本
学
の
八
ヶ
岳
・
清
里
寮
に
高
冷
地
薬
用
植
物
園
が
あ

り
、
薬
用
大
黄
を
栽
培
し
て
い
る
が
（
詳
し
く
は
次
の
機

会
に
紹
介
の
予
定
）
、
こ
こ
一
帯
に
「
ツ
ノ
ハ
シ
バ
ミ
」
が

生
育
し
て
い
る
。
清
里
高
原
の
土
産
物
店
で
〃
カ
シ
バ
ミ
〃

と
称
し
て
売
ら
れ
て
い
る
果
実
が
、
ツ
ノ
ハ
シ
バ
ミ
の
実

に
し
て
は
え
ぐ
味
が
少
な
い
し
、
子
供
の
と
き
に
山
形
で

食
べ
た
あ
の
味
と
違
う
な
と
思
っ
て
い
た
。
今
回
や
っ
と

そ
の
理
由
が
わ
か
っ
た
。

ス
イ
ス
で
は
、
今
回
こ
こ
で
紹
介
し
た
各
種
の
果
実
は

も
と
よ
り
、
「
ヨ
ウ
シ
ュ
ハ
シ
バ
ミ
」
（
ハ
ー
ゼ
ル
ヌ
ー
ス
）

を
使
っ
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
は
じ
め
と
し
て
、
ジ
ャ
ム
や

ジ
ュ
ー
ス
、
果
実
酒
を
作
る
。
こ
の
「
ヨ
ウ
シ
ュ
ハ
シ
バ

ミ
」
こ
そ
、
八
ヶ
岳
高
原
や
各
地
の
土
産
物
店
で
〃
カ
シ

パ
ミ
″
あ
る
い
は
〃
ハ
ー
ゼ
ル
・
ナ
ッ
ツ
〃
と
し
て
売
ら

れ
て
い
る
も
の
の
よ
う
だ
。
こ
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
褐
色
の

油
性
・
粘
張
性
が
あ
り
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
。

ス
イ
ス
の
秋
、
ア
ル
プ
ス
の
山
麓

各
種
の
果
実
か
ら
作
っ
た
ジ
ュ
ー
ス
・
ヨ
ー
グ
ル
ト

ほ
ど
よ
い
舌
ぎ
わ
り

あ
の
味
を
求
め
て
次
の
旅
を
計
画
し
て
い
る
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風 土と薬剤恒吻糟灘
瀧

2⑪アルプスの食卓をにぎわす

総
麓童.§。（噸治薬科大学.教浸）

奥山徹

こ
の
夏
、
ス
イ
ス
・
バ
ー
ゼ
ル
で
国
際
学
会
が
行
わ
れ

た
。
バ
ー
ゼ
ル
は
、
ド
イ
ツ
国
境
に
近
い
工
業
都
市
、
軍

事
都
市
と
も
い
え
る
。
〃
ス
イ
ス
は
山
と
湖
に
囲
ま
れ
た

国
〃
、
面
積
は
九
州
の
そ
れ
よ
り
わ
ず
か
に
小
さ
い
。
し
か

し
、
こ
の
国
に
は
陸
軍
、
空
軍
は
も
と
よ
り
立
派
な
海
軍

が
あ
る
。
海
の
な
い
国
に
ど
う
し
て
か
と
疑
問
を
持
た
れ

る
と
思
う
が
、
こ
こ
バ
ー
ゼ
ル
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
雄
大

に
流
れ
て
い
る
ラ
イ
ン
川
が
あ
り
、
こ
の
川
を
利
用
し
て

十
分
に
海
に
出
か
け
ら
れ
る
。

今
回
は
、
一
九
七
七
年
の
ス
イ
ス
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大

学
で
の
「
留
学
時
代
」
、
そ
の
二
年
後
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
薬

学
研
修
旅
行
」
以
来
（
本
誌
、
五
九
一
・
五
九
二
号
参

照
）
、
約
十
年
ぶ
り
の
訪
問
。
十
年
と
い
え
ば
、
日
本
の
町

並
み
は
大
幅
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
ス
イ
ス
で
は
、

道
路
、
町
並
み
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
多
く
の
都
市
部
の
建
物
と
同
じ
く
高
さ
、
色
彩
、

ス
タ
イ
ル
が
決
め
ら
れ
た
集
合
住
宅
と
な
っ
て
い
る
。
大

き
な
町
か
ら
離
れ
る
と
、
庭
付
き
の
一
軒
屋
が
顔
を
出
し

て
く
る
。
庭
で
は
所
狭
し
と
家
庭
菜
園
造
り
を
行
っ
て
い

の
ぞ

る
。
ど
こ
の
庭
を
覗
い
て
も
目
に
付
く
も
の
に
、
「
ヨ
ウ

シ
ュ
大
黄
」
が
あ
る
。
便
秘
を
し
が
ち
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

に
は
必
須
の
野
菜
の
よ
う
だ
。
一
方
、
漢
方
薬
と
し
て
重

要
な
「
大
黄
」
（
根
茎
部
）
は
ソ
連
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
ヘ

ト
ル
コ
、
中
東
、
中
国
で
広
く
生
産
さ
れ
、
潟
下
薬
、
健

胃
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

さ
ら
に
腱
村
部
に
足
を
伸
ば
す
と
、
今
を
盛
り
に
赤
・

燈
・
黒
色
の
各
種
キ
イ
チ
ゴ
（
プ
ロ
ム
ビ
ー
レ
等
）
、
ス
グ

リ
（
ヨ
ハ
ネ
ス
ピ
ー
レ
）
、
洋
ナ
シ
、
ブ
ド
ウ
、
リ
ン
ゴ
、

プ
ラ
ム
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
牧
草
地
で
は
、
〃
カ
ー

ベ
ル
〃
を
首
に
つ
る
し
、
カ
ラ
ン
コ
ロ
ン
と
の
ど
か
な
音

を
出
し
な
が
ら
草
を
食
べ
て
い
る
牛
、
ヤ
ギ
、
ヒ
ツ
ジ
に

出
会
う
。
し
か
し
、
牛
を
飼
っ
て
い
な
い
住
人
か
ら
、
一

日
中
こ
の
カ
ー
ベ
ル
の
音
を
聞
か
さ
れ
る
の
は
た
ま
ら
な

い
と
、
音
公
害
に
発
展
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
そ
う
い
え

ば
、
夏
の
風
物
〃
風
鈴
の
音
色
″
が
、
ど
こ
か
の
国
の
町

で
も
め
っ
き
り
姿
を
消
し
つ
つ
あ
る
の
と
似
て
い
る
よ
う

で
、
チ
ョ
ッ
ピ
リ
寂
し
く
な
っ
た
。

ト
チ
ノ
キ
科
の
植
物
は
、
指
の
形
に
分
か
れ
た
葉
を
持

つ
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
日
本
で
は
、
「
ト
チ
ノ
キ
」
（
本
誌

五
九
十
号
参
照
）
の
種
子
を
粉
砕
し
て
、
ア
ル
カ
リ
性
の

水
で
よ
く
洗
い
、
タ
ン
ニ
ン
と
サ
ポ
ニ
ン
を
除
き
、
ト
チ

粉
（
澱
粉
）
を
製
し
、
モ
チ
粉
を
加
え
て
蒸
し
、
ト
チ
餅

を
作
る
。
筆
者
の
研
究
室
の
卒
業
論
文
研
究
生
（
斎
藤
久

仁
子
）
が
、
長
野
県
松
本
の
実
家
の
土
産
物
店
で
売
っ
て

い
る
ト
テ
餅
を
何
度
か
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。
美
味
と
は

い
え
な
い
が
、
実
に
懐
か
し
い
味
、
今
で
は
珍
し
く
な
っ

た
お
菓
子
と
い
え
る
。

「
セ
イ
ョ
ウ
ト
チ
ノ
キ
」
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
街
路

樹
と
し
て
よ
く
植
栽
さ
れ
て
お
り
、
パ
リ
の
シ
ャ
ン
ゼ
リ

ゼ
通
り
の
マ
ロ
ニ
エ
並
木
は
有
名
で
あ
る
。
ま
た
、
ト
チ

ノ
キ
科
で
唯
一
医
薬
に
供
さ
れ
、
静
脈
瘤
、
下
腿
潰
瘍
、

静
脈
や
リ
ン
パ
腺
の
う
っ
血
症
に
用
い
ら
れ
る
。
溜
ま
つ
↑
て
、
』

て
い
る
水
腫
を
洗
い
出
し
、
水
腫
の
新
た
な
形
成
を
阻
止

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
血
液
循
環
を
良
く
し
、
静
脈
の
緊

縮
を
正
常
に
回
復
さ
せ
る
作
用
が
あ
る
。
活
性
物
質
と
し

て
、
サ
ポ
ニ
ン
の
一
種
エ
ス
チ
ン
や
ク
マ
リ
ン
化
合
物
と
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自然林の伐採

逢坂峠の自然林の道 大門王子社跡

で
、
寒
風
は
な
は
だ
し
く
て
堪
え
難
い
、
と
書
い
て
い
る
。

じ
ゆ
う
じ
ょ
う

道
は
さ
ら
に
尾
根
伝
い
に
続
い
て
、
十
丈
王
子
と
な

る
。
こ
の
辺
り
は
昭
和
の
初
期
ま
で
集
落
の
あ
っ
た
所
だ

が
、
今
で
は
墓
地
を
残
す
の
み
で
、
植
林
に
埋
も
れ
て
し

ま
っ
た
。

熊
野
古
道
は
全
体
に
自
然
林
は
少
な
い
。
そ
も
そ
も
沿

道
の
町
村
は
森
林
が
面
積
の
九
割
強
を
占
め
て
い
る
が
、

そ
の
う
ち
八
割
弱
は
杉
と
桧
の
人
工
造
林
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
十
丈
か
ら
逢
坂
峠
ま
で
の
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
わ
た
っ
て
は
、
尾
根
の
付
近
に
自
然
林
が
残
さ
れ
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
今
、
そ
の
か
な
り
の
部
分
が
伐
採
の
最
中

で
あ
る
。

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
う
人
影
が
見
え
、
急
斜
面
の
林
が

な
ぎ
倒
さ
れ
て
い
る
。
は
る
か
谷
底
の
国
道
に
向
か
っ
て

は
、
搬
出
用
の
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
も
張
り
渡
し
て
い
る
。

熊
野
の
森
林
の
特
色
は
、
冷
温
帯
を
代
表
す
る
木
で
あ

る
ブ
ナ
と
、
暖
温
帯
の
代
表
の
樫
類
と
が
混
生
し
、
複
雑
で

多
彩
な
植
生
を
形
成
し
て
き
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
多
く
の

人
々
が
古
く
か
ら
熊
野
へ
と
あ
こ
が
れ
、
繰
り
返
し
往
還

し
た
の
も
、
森
林
の
豊
か
さ
と
神
秘
性
が
大
き
な
魅
力
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
い
く
つ
か
の
記
録
か
ら
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
だ
が
、
そ
う
し
た
自
然
林
も
ご
く
わ
ず
か
と
な
り
、

最
後
ま
で
残
っ
て
い
た
団
地
が
伐
採
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

あ
と
で
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
山
の
所
有
者
に
対

し
て
町
の
教
育
委
員
会
は
、
代
替
林
を
提
供
す
る
な
ど
を

条
件
に
伐
採
の
中
止
を
働
き
か
け
た
が
、
も
の
別
れ
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

樫
、
ブ
ナ
、
シ
デ
、
楢
、
リ
ョ
ウ
ブ
、
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
な
ど

の
自
然
木
は
パ
ル
プ
材
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
せ
い
ぜ
い

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
の
広
さ
だ
か
ら
、
山
の
所
有
者
の
懐

に
入
る
原
木
代
も
、
伐
出
業
者
の
稼
ぎ
も
、
金
額
は
知
れ
た

も
の
で
あ
る
。
数
十
年
以
上
か
か
ら
ね
ば
回
復
し
な
い
自

然
林
の
貴
重
な
文
化
的
価
値
に
比
べ
て
、
じ
っ
に
も
っ
た

い
な
い
こ
と
を
す
る
も
の
だ
と
、
私
は
胸
が
痛
む
。

う
わ
た
わ

付
近
の
上
田
和
や
、
少
し
下
の
逢
坂
峠
も
か
っ
て
は
宿

屋
や
茶
店
の
あ
っ
た
所
だ
。
そ
の
辺
り
か
ら
道
は
急
勾
配

で
谷
底
へ
下
っ
て
い
く
。
や
が
て
小
さ
な
谷
川
と
な
り
、
大

坂
本
王
子
の
辺
り
に
は
ダ
ニ
ジ
ャ
コ
ウ
ソ
ウ
の
白
い
花
も

咲
い
て
い
る
。

い
っ
た
ん
国
道
三
二
号
線
の
逢
坂
ト
ン
ネ
ル
の
近
く

椎
し
お
り
と
う
げ

に
下
り
た
道
は
、
ま
た
離
れ
て
、
箸
折
峠
を
越
え
ね
ば
な
ら

な
い
。江
戸
時
代
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
箸
折
峠
も
茶
屋
の
あ
っ

た
所
で
、
現
在
は
牛
と
馬
と
を
並
べ
て
ま
た
が
っ
た
、
牛
馬

童
子
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
石
像
は
さ
ほ
ど
古
い
も

の
で
は
な
い
が
、
花
山
法
皇
の
熊
野
詣
を
写
し
た
も
の
と

も
宣
伝
さ
れ
て
、
一
般
に
な
か
な
か
の
人
気
が
あ
る
。
ま

た
、
そ
ば
に
あ
る
宝
筐
印
塔
は
、
法
皇
が
お
経
を
納
め
た
所

と
伝
え
ら
れ
る
が
、
塔
の
つ
く
り
は
鎌
倉
時
代
の
も
の
の

よ
う
だ
。
今
で
は
杉
の
植
林
に
遮
ら
れ
て
い
る
が
、
二
十
年

ほ
ど
前
ま
で
は
、
あ
た
か
も
桃
源
郷
の
よ
う
な
近
露
の
里

が
見
え
た
も
の
で
あ
る
。
盆
地
を
流
れ
る
日
置
川
の
ほ
と

り
に
は
、
近
麓
王
子
が
あ
り
、
往
古
に
は
院
の
御
所
も
あ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
、
近
年
ま
で
宿
所
と
し
て
繁
盛
し
た
。

熊
野
三
山
の
主
座
、
本
宮
大
社
（
本
宮
町
）
ま
で
は
あ
と

一
日
の
行
程
だ
。
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た
き
じ
り
お
う
じ
し
や

鞍
が
へ
ち
ち
よ
う

ち
か
つ
ゆ

滝
尻
王
子
社
（
和
歌
山
県
中
辺
路
町
）
か
ら
近
露
（
同
）

へ
、
約
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
尾
根
道
を
私
が
越
え
た
日

は
、
よ
い
秋
日
和
に
恵
ま
れ
た
。

先
月
（
九
月
）
に
歩
い
た
潮
見
峠
の
コ
ー
ス
は
、
室
町

時
代
に
開
か
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
前
、
平
安

時
代
に
院
や
貴
族
が
足
し
げ
く
熊
野
詣
に
訪
れ
た
道
は
、

か
み
と
ん
落
ち
よ
う

現
在
の
田
辺
市
か
ら
岡
（
上
富
田
町
）
を
越
え
、
富
田
川

沿
い
に
上
っ
て
、
こ
こ
滝
尻
か
ら
険
し
い
山
に
取
り
つ
く

の
で
あ
る
。

『
熊
野
御
幸
日
記
』
（
以
下
『
御
幸
記
』
と
す
る
）
は
、

建
仁
元
年
（
一
二
○
一
）
、
後
鳥
羽
上
皇
に
随
伴
し
た
歌
人
、

藤
原
定
家
の
克
明
な
旅
行
記
だ
が
、
こ
の
滝
尻
に
院
の
御

所
が
あ
り
、
御
題
を
賜
っ
て
歌
会
を
催
し
た
こ
と
な
ど
も

記
し
て
い
る
。
な
お
、
後
鳥
羽
上
皇
の
熊
野
詣
は
二
十
八

回
と
、
後
白
河
法
皇
に
次
い
で
多
く
、
京
都
か
ら
の
往
還

二
十
数
日
間
を
費
や
し
て
、
毎
年
（
と
き
に
は
年
に
二
回

も
）
訪
れ
た
の
で
あ
る
。

に
や
く
お
う
じ

と
こ
ろ
で
、
王
子
社
と
い
う
の
は
、
若
王
子
と
も
呼
ん

で
、
熊
野
三
山
の
御
子
神
と
さ
れ
て
い
る
。
京
都
か
ら
船

く
ぼ
っ

で
下
り
、
淀
川
河
畔
の
窪
津
王
子
を
起
点
と
し
て
、
紀
伊

半
島
を
東
下
し
、
田
辺
か
ら
本
宮
、
新
宮
を
経
て
、
那
智

山
ま
で
の
間
に
点
在
し
、
熊
野
九
十
九
王
子
と
も
称
さ
れ

る
。
途
中
の
休
憩
所
で
あ
り
、
ま
た
、
熊
野
の
大
社
へ
向

か
っ
て
の
遥
拝
所
で
も
あ
っ
た
。
先
の
『
御
幸
記
』
に
よ

れ
ば
、
上
皇
の
一
行
も
王
子
社
ご
と
に
立
ち
寄
っ
て
、
奉

幣
や
経
供
養
を
行
い
、
宿
所
に
あ
て
ら
れ
た
所
で
は
、
楽

し
み
の
た
め
の
今
様
や
歌
会
も
催
し
て
い
る
。

さ
て
、
滝
尻
王
子
社
か
ら
の
古
道
は
稜
線
を
ほ
ぼ
直
線

的
に
上
っ
て
い
る
。
椎
や
樫
や
楢
な
ど
の
自
然
林
の
中
に
、

栗
や
ア
ヶ
ビ
の
実
が
落
ち
て
い
る
の
も
、
い
か
に
も
秋
の

ね
ず

古
道
の
風
情
だ
。
坂
道
の
途
次
に
、
不
寝
王
子
跡
、
茶
屋

跡
、
経
塚
跡
な
ど
も
目
に
留
め
な
が
ら
、
剣
山
の
肩
に
至
ったか

て
、
四
方
に
山
々
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
高

娃
ら原
熊
野
神
社
ま
で
は
、
尾
根
伝
い
の
道
を
緩
や
か
に
上
る

の
で
あ
る
。

周
辺
は
若
い
檜
林
で
、
道
端
に
は
秋
の
草
々
の
花
盛
り

だ
。
ほ
の
か
な
紅
色
を
も
つ
ク
サ
ァ
ジ
サ
イ
、
小
さ
く
て

可
憐
な
キ
ッ
ネ
ノ
マ
ゴ
、
木
の
陰
に
も
咲
く
シ
ラ
ャ
マ
ギ

ク
、
な
か
で
も
紅
と
白
の
花
び
ら
を
重
ね
た
ミ
ャ
マ
マ
マ

コ
ナ
は
い
た
る
所
に
群
生
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
黒
い

実
を
つ
け
た
ミ
ャ
マ
ナ
ル
コ
ユ
リ
、
白
い
綿
帽
子
の
ボ
ロ

ギ
ク
な
ど
の
彩
り
を
愛
ぜ
っ
っ
行
く
の
で
あ
る
。

た
か
は
ら

滝
尻
か
ら
四
キ
ロ
地
点
の
高
原
は
、
見
晴
ら
し
の
よ
い

山
の
斜
面
に
数
十
戸
が
散
ら
ば
り
、
か
つ
て
は
宿
所
だ
っ

た
所
だ
。
大
正
時
代
を
最
後
に
宿
屋
は
一
軒
も
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
最
近
ま
た
小
さ
な
茶
店
が
設
け
ら
れ
た
。

そ
こ
で
私
は
缶
ビ
ー
ル
を
買
い
、
林
の
中
の
古
道
に
入
っ

て
弁
当
を
食
っ
た
。
こ
の
と
き
、
大
阪
か
ら
き
た
と
い
う

初
老
の
男
女
が
追
い
越
し
て
い
っ
た
。

だ
い
も
ん

高
原
か
ら
さ
ら
に
上
っ
て
、
檜
杯
の
中
に
大
門
王
子
が

あ
る
。
王
子
社
は
、
滝
尻
の
よ
う
に
立
派
な
建
物
が
あ
つ

ま
っ

て
里
の
氏
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
が
、
多
く
は
こ
の
大

門
王
子
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の
紀
州
藩
に
よ
っ
て
建
て

ら
れ
た
石
碑
が
野
ざ
ら
し
に
な
っ
て
い
る
ば
か
り
だ
。

『
御
幸
記
』
の
藤
原
定
家
は
、
後
鳥
羽
院
の
一
行
に
先

ん
じ
て
こ
の
辺
り
で
宿
泊
し
た
が
、
山
中
の
奇
異
な
小
屋
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観へ＠回昏趣圃一親林活動をｻボー ﾄする

30．私の実践記録とサポートへのプログラム
白然観察活動のフィールドから一

はじめに

僕はこの20年近く，子供たち，親子連れ,小中学校

の先生方を対象に，森・湿原・干潟．高山等で観察を

中心にした，自然とのふれあい活動を行ってきたQP

R運動として始めた最初のころは手探り状態のため，

単なる自然観賞だったり，現在のように各種の手引書

があるわけでもなく，なんとなく理科の学習風だった

りした。けれども，個人的に内外の自然教育機関など

を訪ねたりするうちに有続な助言をしてくれる先輩方

や友人も増え，自分なりのマニュアルがおぼろげに出

来上がっていった。以下，その体験から作成し実践し

てきたプログラムの中から，緑の少年団と家族連れを

対象にした2事例を紹介したい。

I.森を知る－自然観察☆オリエンテーリング

（1）内容

実施地は青森市郊外の県・青年の家。アカマツ林を

主体にし，草原とミズナラ林が点在する八甲田山麓の

高原である。緑の少年団の活動は学習および野外体験

が主なため，参加の子供たちも何か学んで帰ろうと意

欲も高い。人気のオリエンテーリング(OL)と自然

観察をセットにした例では,OLのポイントを設問ポ

イントと通過ポイントとに分けた。そして，設問ポイ

ントを自然理解ポイントと林業理解ポイン}､に細分し，

学習効果をねらった。基本の指導法としては一方的な

講義方式でなく，ポイントにたどり着いた子供たちに

問いを投げかけ，いっしょに考えるという対話方式と

した(表･')。ねらいは，初歩的な森林のしくみと林業

知識の学習および地図と現地を読み取る力である。そ

のため，山野を駆け回るという野朧的行動をOLとい

う遊び心に置き換え，学習の要素とタイムトライアル

という競争の2要素を付加した自然観察OLとしたの

である。ポイント設定については事前に何度かコース

を調査し，安全面にも配慮した。実際に調査をしてみ

ると，例えば,OLには最良でも自然観察には不適と

林業技術No.6()81992．11

工藤樹一

いうことも多い。このへんは十分チェックすべきで，

｢ま，いいか｣ということは企画側には許されないので

ある。

（2）自然理解ポイントについて

自然を知る基本は，次の各項目である。

①自分の感覚を全部使うこと→五感を総動員。ときに

は第6感も！

②種名にこだわらない→むしろ，その種が自然界にお

ける構成員としての役割や地位を考える（しかし，

木・草・烏の名前を教えるだけの観察会が多すぎるよ

うだ)。

③その地域の景観を構成している優占種を考える。

④すぐに採取しない→じっと観察していれば，きっと

何かのショーを見せてくれるはず。

⑤現象を時間の流れで考える→自分の時計の進み方

と自然の大時計のそれとは違うはず。例えば，今見て

いる林は，過去も未来も同じ姿なのか？

⑥人の暮らしと自然とのかかわりを考えさせる。

以上の6点のうち，僕は特に⑤と⑥にウエー|､をか

けてきた。これらの視点とフィールドの状況から見た

最低限の指導項目は，次のとおりである。記述した専

門用語は子供たちの前ではできるだけ使わないように

した。

①アカマツ林の遷移一ススキ草原との関係

②ミズナラ2次林の構造

③草原性の野鳥と森林性野鳥の“すみわけ”の学習

④オオバコに代表される人里（踏跡)群落と自然植生

についての比較

いっしょに子供とその解決の糸口を探す。疑問をい

っぱい出してくる。ものすごくポイントマンの力量が

問われる。講義式でしか語れないインストラクターは

必要ない。子供たちと同じ目線で考え，のどが乾いた

と言ってはジュースを飲みたがる子供たちを，いかに

"秘密がいっぱいの森"へいざなうか。実践者のみが苦
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表･1自然観察☆オリエンテーリングポイント表 (制作：工藤樹一）

ポイン
トNO.
林業理
解ポイ
ント

自然理
解ポイ
ント

通過ポ
イント 理解ポイントでの設問 ねらい

①野山を歩く際のツタウルシなど有毒植物について学習
させる。また，ヤマウルシの特徴も教えるとよい
②時間があれば,マムシ,ヤマカガシ，ヌカカ,ダニ等の
解説も可

①人里群落の代表植物である,rオオバコ｣の生態について
理解させる
②人里群落と自然植生の関係から,自然保誕を理解させる
（備考：あらかじめ，温度計をセットし,ポイントNo.12
未通過チームに測定させる）

＊ワンンポイントー「タチギボウシJが咲いている

「クズ」と造林木との関係について考えさせる

木に絡まっているこの植物はなん
だろう？①

11
◎

字一一一一＝一一一一一一一一一一一。．－寺÷一一やむ●＝』■cc■‐●今一一一e

この足元に多い植物はなんだろ
う？

n

と ◎

寺

・

守

一

一
○
一
一
○
一
○
一
一
○
一
一
○
一

Ｃ

つ

。

●

ｃ

ｃ、

一

心

】

●

○

一

字

中

一

一
◎
一

宇

幸

．

●

●わ

』

わ

●

ぐ

む

口

一

一

一
●
》
一
●
一
・
一
●
一

↑

や

一

一

』

一

一

ロ

ー

■

全

一

口

角

』

季

』

画

一

《

由

一

や

－
３
↑
４
－
５
ゞ
６
７
８
－
９
－
０
－
１
↑

守

年

－
１
白
１
一

一

ロ

ー

ヰ

。

◆

木に絡まっているこの植物はなん
だろう？②

＊ワンポイントー「マツの実生」が見られる

＊ワンポイントー「ススキ＋タニウツギ」が見られる

①アカマツの枝が雪によって引っ張られて変形している
ことから，雪起こし作業の必要性を理解させる
②枝下高から当地の平均積雪高を推定させる

①ミズナラ2次林の階層区分を学習させる
②植物の遷穆，自然界のダイナミズムを理解させる
⑧自然林と人工林とのさまざまな違いを理解させる

＊ワンボイントー『ヤマナラシ」が見られる

①「アカマツ」伐倒木の年輪を数えさせる
②枝の数から，林齢を推定させる

＊ワンボイントー「コマチグモ」の巣が見られる

①裸地であるのご土砂流出の原因を考えさせる
②『緑のダム」の効用を理解させる
⑧ポイントNo.2通過チームには，オープン地の温度を
推定させる
（備考：あらかじめ，温度計をセットし’ポイントNo.2
末通過チームに測定させる）

＊ワンポイントー｢トゲナシニセアカシア｣が見られる

①アカゲラの習性と'自然界におけるキツツキ類の役割を
理解させる
②森林と草原性野鳥のすみわけおよび五感による識別を
させる

（備考：丸太とキツツキのクチバシ大の釘,または,せん孔
具を用意する）

①「スギーアカシア」林について学習させる
②枝打ちについて理解させる

一一一一÷一寺一÷‐④字ウ■｡｡●

一‐凸寺一■つ争七一年古■凸凸｡‐‐■＝＝●凸･由一＝画令七‐ｰー｡‐＝＝与一｡＝

この木について，気がついたこと
を言いなさい

向こうに見える森とポイント後方
の林について，気がついたことを
すべて言いなさい

‐■｡｡｡■｡＝ニーヰーロロー■凸｡■画●●‐争一凸●●ｰ÷一○凸一一一●や一

この木は何歳でしょう？

①なぜ，ここには植物が生えてな
いのだろう？
②この辺りの温度はどのくらいだ
ろう？

12 ◎

一ニユーユニュニ＝一一一一ロローロー■■ロー凸一＝｡一e‐●ー‐~参｡

’13 ○

①電柱|こ穴があいているのはなぜ
だろう？
②この穴と同じものを作ってみな
さい

14 ◎

①この木について知っていること
をすべて言いなさい
②この枯枝はどうしたらいいだろ
う？

私はだれでしょう？一
．

宇

口． 、幸 一

・ 争 争一

一
●
一今守 守一

一
５
－
６

－
１
－
１

①クローバー（シロツメクサうの名の由来を考えさせる
②その他,指導員の知っている範囲の植物名を民俗学的に
解いてみせてもよい→オトギリソウ・ウツボグサなど

注：1)スタートは，5分おきABの2グループとする。2)スターl､ポイントは95ポイントとする。これらのポイントは通過点のため，ここを通過しな
いかぎりOLは成立しない。3)林業理解ポイントは，初歩的な造林･保育の股間とする(担当：農林事務所職風)｡4)自然理解ポイン1,は，森林のし
くみ･野ﾙbのすみわけ･人里群落の設問とする（担当:SPおよび観察揃導員)｡5)通過ポイン1，は,OLコース通過硴認ポイントとする（担当：少
年団引率者)”6)各解税ポイントは，解説時間の長短により不利となるチームが予想されるので，解説時間は加えない。ただし，経過時間のみ記入。
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労するひとときである。

次に,ポイントNo.8での,子供の目から見たミズナ

ラ林の発見例を列記してみよう。

①高い木がある，低い木がある（森林の階層構造の発

見！）

②木の葉の色が違う（樹種の違いに気づいている）

③木が重なり合っている，団地のようだ(樹種の違い

と階層構造を同時に発見した！）

④ツルがある（マント群落の発見！）

子供の既存の知識に挑戦した結果が，なんと驚きに

満ち，独創的な言葉で語られた発見の数々だろうか。

もし，なんだこんなこと，あたりまえじゃないかと思

う人には，子供たちはだれもついてこない。オドロキ

の発見にスモッグがかかっているからだ。森を単に風

景と見たり，草と木の集まりでしかないという見方を

超える必要がある。森を，時間としくみのモノサシで

見る視点がぜひとも必要だ。コーヒーばかりでなく，

そんな違いのわかる男（女）が要求される。だから，

こちらが受け身になっていろんなことを彼らから引き

出していると，思わぬことに気づく。体験第1，解説

第2！

例えば,ポイントNo.2の｢この足元に多い植物はな

んだろう？」という，身近な人と自然の関係を考える

設問の場合，その子供のふだんの生活ぶりさえ見えて

くるときがある。『これと同じ草を見たことある?jと
始める(植物名を教えるのはいつも最後である)。する

と，2～3人の子が手を挙げる。

「リンゴ畑で見た1｣(A子）

「畑のどこかな？」

「いつもトラクターが通る道のそばで」(A子）

「ふ－ん，そうか」

この子はときどき父親といっしょにリンゴ畑へ行き，

農作業のお手伝いをしているらしい。ほかの子に聞い

てみる。

「君はどこで見た？」

「学校のグランド」(B男）

「グランド？校庭全部にあったの？」

「違う。隅っこだった気がする」(B男）

校庭の隅で，と答えたのは，よくそこでドッジボー

ルをして遊ぶB君らしい観察だ。最後にまだ手を挙げ

ているC江に聞く。

「バス停の周りで見た」

C江の場合，家が市部ではないので，バス停周辺が

完全には舗謹されていないのだろう。子供たちがいろ
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んな所で体験した答えが返ってくる。ここで，第2ス

テップに入る。

「じゃあ，なぜ,みんなが答えてくれた場所で見つか

るのかな？いっしょに考えてみるか」

ワイワイ，ガヤガヤ，グループ内で話し合っている。

しかし，ポイントに留まる時間はおよそ15分がメド。

そろそろヒントを出す時間だ。

「この草を使って，遊んだことのある人？」

と聞いてみる。あるあると半分以上の子供たちが答え

る。茎と茎を絡ませて，どっち力洗に切れるかを競う

単純な遊びだ。僕も小学生のころ，全校集会の先生の

話が退屈で，よく校庭で友達と遊んだものだ。そんな

話をしながら，ほかの植物より頑丈な体を持っている

ため踏まれてもよく生き残れること，草の背丈が小さ

いこと，生長点（専門用語を文語に例えれば，口語で

説明することはやはり難しい）が低いことなどから踏

み付けに強いことを話す。“おしん”ブームのときは，

すかさず「ガマンのおしん草」と言ったりしたものだ。

しかし，この草とても，絶えず踏まれるグランド中央

のような場所では，さすがに生育できないことも話し

ておく。

その際，時間があれば道に直角に横断線をとり，ラ

イントランセクト法のようにライン上の徳吻分布をス

ケッチさせ，道のどの辺りから出現し，林に近づくど

の辺りから消失するのかなど，実際に作業をさせてみ

る。これは有効な自然観察手法の1つで，僕もよく行

う。例えば，有名な「落ち葉めくり｣,r森林内と裸地

の温度差測定」などがこのカテゴリーに入る。

いよいよステップ3に入る。結論だ。このステップ

で初めて，この植物はオオバコであると告げる。中に

は知っている子もいる。人が多く立ち入る所に多い植

物であることがわかったようだ。

いよいよ第4ステップ，応用編。とすれば，もとも

とこの植物が分布していないはずの，八甲田山や岩木

山の高山植物地帯に，近年，たくさん見られるのはな

ぜかを考えさせる。それも，ロープウェーや夏山リフ

トから続く登山道沿いに。

このステップでは，植物の生育地は，飛行機か何か

の座席のような“指定席”が決まっていて，本来は勝

手にあちこちに生育する“自由席”というものはない

ということを理解させる。もし，自分の指定席にほか

の人が座っていたら，ちょっとしたトラブルが起こる

が，これが自然界であればもっとその影響は深刻であ

るに違いない。人大好き植物・オオバコを，このよう



に気づいてもらいたいのである。そして，高山帯で人

里の植物が見られることの異常性については，人がそ

の分布を広げているのではないか？という疑問を感じ

させて，このポイントの説明は終わる。

もし，対象者が大人の場合は，人里植物とか踏跡群

落といった言葉を使い，解説型で進めたりする。また，

話題を広げるために，オオバコが中国では車前草と呼

ばれ，荷車がよく通る道端に多いことから命名された

とか，漢方でいう車前子とはオオバコの種子のことだ

から，ゼンソクや健胃によいこの草を，1日20g程度

でよいから皆さんも煎じて飲めばいかが，などと生活

感のある話をすると，たいていのお年寄りは笑う。と

きには笑いも必要だ。

このように，対象者によって臨磯に応変することも，

解説者には要求される。解説に際しては，自然科学的

なアブ'ローチと人文科学的なアプローチの2つが使え

るので，一見異質に見えるジャンルを学際的に活用し

てみるのもいい。

（3）林業理解ポイントについて

緑の少年団員は自分たちの活動地域で，林業に関し

ての小さいながらも経験を積んでいるため，ある程度

設問の類型化が可能だ。例えば，クズの繁茂している

ポイントNo.4では,｢木に絡まっているこの植物はな

んだろう？」という設問で，“下刈り，つる切り，除伐

など保育作業の大切さ”などを考えさせた。むろん，

設定についてはその林地の状況に応じることが必要だ。

今回のポイン1､の担当者は農林事務所の林業改良指
ひごろ

導員(Ag)たち。日頃の普及相手と違って年齢差に戸

惑いながらも，その知識を発揮してもらった。このよ

うに，仲間うちだけで通じる隠語のような専門用語を

使わないである事象を伝えるには，ふだんとはまた異

なるノウハウがあるはずだ。このことを体験した若手

のAgたちが，森林や林業に関心を持っている都市の

住民など林業関係者以外の人たちと，どのようにコン

タクトを取ればよいか模索し始めている。

さて，自然観察は人工林でも立派にやれる。当コー

ス内にはスギ人工林も多い。以前，せん孔性害虫や哺

乳類の痕跡探しとして,｢枝打ちとスギノアカネトラカ

ミキリ」，「スギカミキリとハチカミ｣，「カモシカやノ

ウサギの食痕」など，ちょっと突っ込んだポイントを

作ったこともある。企画者の“哲学”さえあれば，素

材は要間伐林分？ほどの量がある。

森から生産される炭，山菜も，料理の仕方では題材

としておもしろそうだ。ほんとにミズ(ウワバミソウ）
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やワラピを食べさせるのも，五感に訴えてウケるので

はないか。森林組合職員など林業関係者には，このよ

うな植物，山菜を指標植物にしてスギ造林適地を考え

させたり，“地位級”による材価の違いや，“スギ林分

スコア表”の解釈までの応用編も実践したことがある。

凶）通過理解ポイントおよびコースタイムについて

全ポイントで思考を要求されることは，いくら元気

のよい子供たちでも疲れるようだ。そこで，ポイント

を見つければそれでよしとする通過ポイントも設けた。

ここは無人でもよいが，コース誘導も兼ねて有人ポイ

ントとした。このあたりは引率者の顔ぶれを見て，随

時，対応すべきである。

また,全コースの走破時間はスタートから90分以内

とした。子供たちのトイレタイムを考慮したのである。

さらに，昼食時間帯に食い込まないようにもすべきだ。

つい大人の感覚でガマンさせようということは，経験

からいってうまくいかない場合が多い。このへんが，

ちょっとした運営のカンどころではないかと思う。

そして，ゴールインした全員に渡す冷たいリンゴジ

ュースと表彰式も忘れてはならない。

（5）ポイントの人員配置について

自然および林業理解ポイントには，すべて2名のポ

インマンを配置した。1名は子供たちとやりとりので

きる指導者，もう1名は，チャートにポイント到着時

間．出発時間を記入するノートマンである。なぜ記入

者が必要かといえば，ポイントでの設問のやりとりに

子供たちも指導者も熱が入るとそれだけ滞在時間が長

くなり，子供たちが全ポイントを完走してもタイムオ

ーバーで失格になりかねないので，解説時間を差し引

く必要があるからだ。この方法によれば，チャートに

は純粋にポイント間の走破時間が計上でき，順位を決

定できる。

なお，解説ポイントの理解度については採点しない。

また，人員の配置上，無人の通過ポイン1､となったと

きは，ポイントごとに形が異なるパンチを置くだけで

よい。

11.野山に親しむ一ビンゴ自然観察八イク

（1）内容

このプログラムは，9月の野山の自然観察ハイキン

グをしながら，自然に対する興味や関心を持ってもら

うため，県立梵珠少年自然の家の先生と共同で制作し

たものである。場所は五所川原市の南東，標高140m

の又白山の中腹。生涯学習社会の形成が叫ばれ，社会

教育の必要性が一段と高まっている今，専門の教育指

林業技術No.6081992.11
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表･2ビンゴ自然観察ハイク観察点表 (制作：工藤樹一，塩谷彰宏）

’
観察点 観察の問題

1 温度計で気温を測りましょう。観察点9と比べてみましょう。どう違うのかな？

●●凸･寺｡■●マーー守寺一一一÷－－－÷●一一一一＝－－＝■色色仁.■冬一一一一一一●÷一一一一一毎G画一ローマーー■‐申寺●‐●‐●②●‐ー凸‐凸由車』■＝芋一一一一÷一÷÷÷一一一一一一一・垂一一一吟＝‐ー一宇羊●ーーーー＝寺一一一一■唾4■■q■q■

山から何ガ見えますか？見えだものを何でも書いてください。

凸●申■』■‐早口一一一一一一一一一一‐－－■－＝色色■凸一一一＝一一一一一一一一一一今一一一一一一÷‐~一＝一‐ー一一一●－－寺●●－1■‐争●一口己■一号一一一一一一一一今●●や今一●凸一＝凸凸■■中由一一一口こ○垂一一●－●一一一一一合一告｡■＝■

私はだれでしょう？

q■■垂＝＝｡■＝一一一●●一一一一一幸一＝凸■画■●■争争一一一一一一一一一一一一一一一一÷÷ー一一一一一一一一一一一一一一争一一｡‐●｡◆■○一■D－一一一一一一一一ママ一．一一一一一＝＝七ローーー一ひ.■一＝.■●一一一一一今寺一一一垂垂一一宮中■由ロ

流れている水の震を量りましょう｡1分間でだいたいどれくらい流れているかを知るには,どうすればいいかな？（正確
に1分でなくてもいいですから，皆で考えて量ってみましょう）

‐●‐●凸■凸■＝･●口車寺今己一一一一吟一一＝再一一一一一一一｡■－凸幸由守●一一一一一与一＝＝■●●'■＝＝●■‐ここ｡－口一争一一一一｡■－－－宇凸･凸今一一一一一一一→一÷一寺一一一一一一一一一一一÷一●･－ー申寺一一一一己幸一－4■－一一一一争申q■

①Aの小さな葉をかじって味を調べてみましょう（かんだ葉は飲み込まないこと)。
②Bの川岐を折って，においを調べてみましょう（小枝は班で2本だけにしましょう)。

ロー＝垂や＝一一一一●一旬｡｡－G．■－凸苧宇一■■一一一一一一一一一一一一一一一÷一一一一＝＝一一一一一●一一G令｡‐‐●今一■●凸■＝●＝一一一一一・一一や今幸一宇幸｡‐ロー巳一一一一＝－÷一一一号一一一一一一一一一一－－－－句ら凸｡■－＝己一手一－4■■

スギの年諭が見られま或何本数えられますか。
また,年輪の形からだいたいの方角がわかるといわれています。この木の年覇に付けてあるア，イ，ウ,工の記号のどれ
が「北」か当ててみましょう。

守寺■■■毎今一今今。一一ー＝垂｡一一一コ■つ守一画冬＝－一一一一一一÷一国－－－｡■｡■一一一｡■一一一＝‐●‐‐凸一一今ﾛ■'■凸凸中一宇一写一一一一一争今一つ凸■ロー己二一一一一一一一＝一一÷一一一一一一÷一寺一一ヰヰ画一一ﾛ■‐ﾛ■■｡■ひ一一一一一一

ここから見える景色をスケッチしてみましょう（それぞれのビンゴカートとの裏に描いてください)。
凸曲＝｡辱●与畢一一一一一●◆一一一一＝宇凸告凸のロー一令一一÷一一－一一÷一一一＝－－－－－一一台一一＝‐‐=凸一合＝｡一一ロロ由一一一一÷一＝一一■‐ロロロローー一一一一一一一一÷一一一一一一一一一・一‐一一＝凸凸･－画一口－－今守参一一一｡一一■●＝

カモシカに関する問題です（○×で答えてください)。
①カモシカはシカの仲間である。
②「カモシカのような足」とはニホンカモシカの足の形から名付けられたものである。
⑧カモシカは九州，四国，本州，北海道に分布している。

｡I■■ｰ｡＝■一一●●●■'缶一■申＝■‐凸ロロ申一手一÷寺一一一百一一＝一一一口凸一色凸凸七一・マー凸凸■＝＝■■中中ローウ■‐＝今＝一●一一や＝＝－ロロ写一一一寺一一一一一一一一一一一÷一一缶一＝－－－－－■■.■。一一e一一・一‐・・・合凸■■●－－

温度計で気温を測りましょう。観察点1と比べてみましょう。どう違うのかな？

一●＝‐守一■‐●‐｡一一●■■‐自今■－－－一一一一÷一一一一一一一缶令ロロロローー寺・●与与■わ｡■~＝‐■･●早由ニーニ毎子一・・垂｡■■■・中一一一一一一＝一一一｡■凸＝－＝凸凸■■・・一一一一－一一一一一一一一一一ﾏ一・一・一＝。。＝守・一一・一÷

宝の国ですb自分の班の番号札を探しましょう。

一

一

一

一争争

２
↑
３
．
４
－
５
。

八

0

●●■色色一●牟凸

7

8

一

ゞ
９
－
側

導者と連携することも大事だ。テーマは“小さい秋見

つけた"。とにかく野山を歩いて楽しく，そして，自然

のしくみに少しでも関心を持ってもらえるようにとコ

ースどりを決定した｡観察点は10カ所｡上部にクイズ

式の設問（表・2）を，下半分にビンゴの数字を数個書

いておく。ビンゴの偶然性とポイントを見つける宝探

しのような，ワクワクドキドキの森での1日である。

標板はB4判2枚分の大きさ。目立つように，オレ

ンジ色に塗っておく。早く見つけてください，という

メッセージのつもりだ。これｶﾖOLと違うところだ。

初めて初秋の野山に親しむ家族も多いに違いない。学

習効果をねらうよりも，身近な自然に親しんでもらう

ことに重点を置くことにした。

E)各ポイントについて

コースは，又白山の中腹の起伏に富んだ約1.8k111の

山道。コナラ林とアカマツ，スギ林の中に滑りやすい

沢，見晴らしのよい尾根，急な坂道などがある。スタ

ート地点からは，津軽半島の山並みや，津軽平野越し

に岩木山も一望できる。このすばらしい景観もポイン

卜の大切な設問に組み込む。鍵裏点の設定においては，

ごくありふれた植物にも目を向ける。日当たりの良い

斜面では，クズが道にかぶさるように“被度5：謝蔓

4”ではびこっている。

さっそく，クズも観察点3「私はだれでしょう？」

に登場してもらう。漢方の葛根湯の原料ではあるが，

林業にとっては造林木に絡まるなど，厄介者といわれ

る。

観察点1と9は，裸地と森林内。温度計を見て，体

感温度を数字で確かめてもらう。森が自然のクーラー

であることの認識である。

観察点2は，又白山に降った雨が津軽平野に流れ下

る水の行方を，溜池，水田，リンゴ畑，防風林，道，

集落，十川などの風景要素と絡ませて観察するもの。

観察点4は，小沢での計測作業である。2､の容器

で流れの水量を量る。1分間がミソである。

観察点5は，五感のチェック。舌で味わってもらう
ようじ

Aはサンショウ，鼻でかぐBは，楊子に用いるオオバ

クロモジである。Aをミカン，ショウガ，レモンの味

林業技術No.6(181992.1]



37

ビンゴ自然観察ハイクの観察点7でスケッチする参加者

いところに手が届くように指導でき

る。ここに紹介した例では，とても

そんなことは不可能だ。引率型であ
は

れば，特にこれが冬場のスキーを履

いてのアニマルトラッキング（足跡

観察）になると，先頭部分でしか話

が見えない。

そこで，セルフツアー方式と名付

けた参加者遊動型のポイントOL方

式を採用した。したがって，ゴール

後に正解を伝えるきちんとしたまと

めの時間が必要だ。

しかしそんなとき，参加者は一様

に疲れているのが普通なので，レク

リエーションタイムをほんの短時間

設けるなど，それなりの誘導技術が

際，体育館など天井が高く大きな空と答えたり,Bをいいにおい，パセリのようだと答え，

木の名前はともかく使い道を知らない家族が多かった。

これは，自然の素材を料理や生活に取り込む日本人の

伝統が失われつつあることを示しているのだろうか。

観察点6は,スギ60年生の伐根の年輪を数え，おお

よその北の方角を当てるもの。年輪の間隔が狭い方角

を，全員，北と答えた。

観察点7では，ビンゴの裏紙に景観をスケッチさせ

る(写真･1)。描くことが目的ではなく，スケッチの中

に，自然の事象と人工のものを区別できるかどうかを

見たのである。見ようとしなければ何も見えないのだ。

最近，津軽半島の分水嶺には，おびただしくテレビ．

無線局などのアンテナや建物が建設され，それらがブ

ナ林のスカイラインのリズムを壊している。自然の景

観をもっと大切にする感性をここで訴えた。

観察点8は，カモシカについての常識にチャレンジ

するクイズ。正解がおわかりですか？

観察点10はリラックスコーナー｡ゴールでもらえる

ジュースの引換券を探す宝探し観察点？である。子供

も大人も楽しそうにクジを探していた。

111.まとめ

ビンゴ観察ハイクのときは，参加者が実に150名に

も達した。緑の少年団のときは，約200名近くにもな

った。こんな大人数のときの指導法はどうするか，皆

さんも悩んだことはないだろうか？

普通，1人の講師が同時に把握できる人数は，マジ

カルナンパーといわれる7～8名である。電話番号も
けた

そんな桁数である。この人数であれば，ホントにかゆ

要求される。その際，体育館など天井が高く大きな空

間よりも，こじんまりとしたスペースのほうがいっし

ょに野山を踏破したという一体感を得られるし，机が

あればまとめの話を書き留めることもできる。そして，

全員に感想文を書いてもらうことは，次回の活動をス

ムーズに運ぶうえでぜひとも必要なことである。

＊＊＊

さて，私は“学習”とか“指導”という言葉を使っ

てきた。自然観察活動は教育，とりわけ，最近流行の

環境教育の一翼を担う。ここで“教育”ということを

考えてみると，「他人があることをできない時,それが

できるように，その方法や技能を示したり，それにつ

いて手引きすること」といわれている。とすれば，観

察活動における「あること」とは何を指すか。

自然に親しむ→自然体験の増加→？

この？の部分を親・森林活動関係者は考えるべきだ。

最近，一部で指導者を指すインストラクターの代わり

に，インタープリター（通訳）という用語が使われ始

めた。何をだれにどう伝えようとするのか。自然を直

訳するのか意訳するのか。高度な知識と技術，それに

自然に学ぶ知恵が問われる。指導者の認定制度と絡ん

でその定着化が注目される。

「分け入っても分け入っても青い山」（山頭火）

ようやく，自然観察活動の目標が真剣に問われだし

た。

（くどうじゅいち・青森県林政課）
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会員の広場 (11)の垂直尺の枠を通して測定点
のぞ

の周りの林木を覗き，根元から梢

端までが垂直尺の枠からはみ出る

木の本数を数えることにより，測

定点の周辺の林木の平均樹高を推

定する方法で，測定器の構造は林

地の傾斜にかかわらず水平尺，垂

直尺の枠の長さが不変となるよう

にし(図・1)，垂直枠にちょうど納

まった立木の樹高をHi,その立木

と視点との水平距離を圭iとすると，

Hi/fi=h/4

の関係になっている。

斜面下方180｡の範囲で測定点

の周辺の林木の樹高を前記の測定

蝋
亨剰P

時ご＃戸一

｢傾斜地における林分平均樹高推定法」
(定尺法)とそれを利用した林分材積推定法

かんとうたけし

菅藤武

I．はじめに

収入間伐の可否が問題になる5～6齢級の林分が増

えているが，その林分材積の調査に手間暇をかけてい

たのでは材価の低迷しているおり，割りが合わない。

そこで，傾斜地林分でも平均樹高を簡単に推定でき

る「定尺法」と，それを利用して林分材積を推定する

方法を案出した。

Ⅱ．「定尺法」

「定尺法」は，平田先生が｢定角法」を案出する過程

で『煩わしい』として定式化をしなかった方法であるが，

｢定角法」のような傾斜修正が不要であり簡単である。

1．「定尺法」の測定方法

一定の長さ（4）の水平尺の先端に付けた一定の長さ

器で覗き，垂直枠からはみ出る林木の数をT'とし，長

さL(m)の釣り竿を斜面下方180.水平に半回しした

とき，その範囲に数えられる林木の数をn]とすると，

その林分の平均樹高貢(m)は，次の式で推定できる。

R=(h/4)×L×､/~T7r

ただし,(h/4)は定尺比で，測定器で設定する係数

である。L=6(m),h/4=25とすると，

面二15,/~T7r(m)となる。

2．定尺法の原理

定尺法の原理は，各林木にその樹高を半径とする円

を想定し，その円面積の合計面積からの，または，ビ

ッターリッヒ法の応用からの誘導方法から得られる。

(1)樹高を半径とする円からの誘導

(i)前記1の器具で測定点の周りを一回り見通して

垂直枠からはみ出る林木の数をTとし，その各樹高階

Hi(m)ごとのはみ出る林木の数をTiとする（樹高階

A

、
、
、

ａ
‐
，
Ｃ

C

’
一
一
一
一
一
一

一
麺
一
碇
一
㎡

A:対物尺(垂直）

70（叩）

B:水平尺

20(qII)=4

C:接眼尺(垂画

，？接眼カーソル

（垂直に上下）

E:コンパスの水

準部分

F;締め金具

g:視準線

50(ml)=h

h/9=25

、

F
ｰ

B

}:ｿ衝’
一
一
一
一

一
酎
一
塵

、
、
、

， ｄ
ｅ
，
１

I

gとdまたはeまだはfと林木の根元を合わせ，

カーソルをそこで止め,選ぶ定尺比=h/4によ
り対応するaまたはbまたはcをgから視準して，

林木の梢が切られる(カウントされる)かどうか

を見る。

図･1計測要領
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の数を、とすると,;4,Ti=T)。
（Ⅱ)樹高階Hiの林木が垂直枠にちょうど納まるとき

の林木から視点までの水平距離を多i(m)とすると，

Tiの存在する範囲の面積は冗圭i2(nf)であるので，樹

高階Hiの林木は江;Ei2/Ti(nf)の面積に1本ずつの割

合で存在していることになる。

6ij樹高階Hiの林木の1ha中の本数をfi本とする

と，それは次式で推定される。

fi=104÷("fi2/Ti)

＝10‘!×Ti/(7rfi2)

《W樹高階Hiの林木全部に半径Hi(m)の円を想定

すると，林木1本の円の面積は元Hi2(㎡)であり，そ

の1ha当たりの各樹高ごとの合計面積は,fi×元Hi2

（㎡)となる。これを全樹高階について合計したものを

Mとすると，

M=i:,fi×恋Hi2
=I:[10‘×Ti×(Hi/fi)2(㎡）となる。

(v)Hi/fi=h/4で,それは測定器に設定した一定値

なのでMは，

M=104×(h/4)塾×i:,Ti(㎡）となる。
(vjまた,;4ITi=Tであるので，
M=101×(h/4)2×T(㎡）となる。

（耐ﾘー方,ha当たりの林木の立木本数をN(N=i:[
fi),林分の平均樹高を面とし，さらに，それに"と同

様に半径豆(m)の円を想定し，その円の合計面積をM'

(nf)とすると，

M'=7zH2×N(㎡）

である。また，このM'は前記のMとほぼ等しいと見な

‘せるので，

7rH2×N=10｣1×(h/4)2×T

.･.H=102×(h/4)×､/~T7売頁

倒長さL(m)の釣り竿を水平に一回り振り回し

て，その範囲("L2)に数えられる林木の本数を、と

すると,ha当たりの立木の本数Nは，

N=104×n/zL2

と推定できるので，前記側の式は，

R=(h/C)×L×､/~T7IT

となる。Tと、の測定は，斜面下方180.の範囲で測定

するのが実際的なので(Lは斜面上方に水平に回せな

い)，そのカウント数をT'(T=2T'),n'(n=2n')

とすると，

n=(h/4)×L×､/~T7面アとなる。

(h/4)=2.5,L=6(m)とすると，
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H=151/~T75=15,/~T7rとなる。

(2)ビッターリッヒ法からの誘導法

ピッターリッヒ法において,ha当たり胸高断面積を

G,係数をK,カウント数をZとし,ha当たり立木本

数をN,林分の平均胸高直径の半径をRとすると，

"R2×NはGにほぼ等しいと見なせるので，

G=KZ=7rR2×Nとなる。したがって，

R2=KZ/7rNすなわち，

R=,/~rZ7売寅となる。

ただし，図･2に見るように,Rを対物スリットに平

行なR'に補正すると，

R'=R÷cos8=R×､r扉千Wbであるから，

2R'=2R×､r扉冒FF/b

＝2×｛､/~扉千F/b}×､/~E7ﾗ寂

Kはビッターリッヒ法の原理により，

K=104×a2÷(a2+b2)であるから，

2R'=(2a/b)×102×､/百7元~両

ここで，ピッターリッヒ法のスリットの代わりに，

前記1で示した測定器で樹高を覗いたとすると,2aと

bは,hと、にそれぞれ換えられ,ZはTに換わり,2

R'は平均樹高貢に変換することになる。

上記の式について,2aをhに,bを4に,ZをT

に,2R'を豆に置き換えると，

H=102×(h/4)×､/~T7万両

となり，前記(1)の㈹の式になる。以下，前詞1)の例に

同じである。

111．「定尺法」を利用した林分材積惟定法

ピッターリッヒ法でha当たり胸高断面積合計を，

｢定尺法｣で林分平均樹高を推定し，林分形数を乗じて

林分材積を推定する。

1．林分形数表の作成

大阪営林局の立木幹材積表の基礎となる算出式から，

平均胸高直径D(cm)と豆に対応する胸高係数を算定し，

それを林分形数(F)と見なし，林分形数表（表・1)

としてあらかじめ作成しておく。胸高直径面は前記II

林業技術No.6081992.11
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表･1林分形数表:F

平均

胸高直径
D(dn)

ヒノキ

スギ
平均樹高小 平均樹高中 平均樹高大

８
０
２
４
６
８
０
２
４
６
８
０
２
４

１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
３
３
３

0．56

0．54

0．52

0.51

0.50(≦18),0.49(≧19)

0.49（≦19),0.48(≧20)

0．48

047

0.46

0.46（≦19)，0．45（≧20）

045

0．44

0“

043

0.52(≦5) 0.53(=6)

0．52（≦7）

0.52（＝8～9）

0.52(=10~13）

0.52（=13~14）

0.52(=15～17)

0.51（＝15～17）

0.51（=15'､ｲ7）

0.50（＝16~19）

0.50(＝18~21）

050（＝21～24）

0.50（＝23~26）

0.49（＝21～24）

0.49（＝23～27）

0．54（≧7）

0．53（≧8）

0．53（≧10）

053（≧14）

0，53（≧15）

0．53（≧18）

0.52(≧18)

0.52(≧18)

051（≧20）

0．51（≧22）

0.51(!≧25)

051(!≧27)

050（＝25～29)，0．51（≧30）

0．50（≧28）

0．51（≦7）

0．51（≦9）

0.50(≦10),0.51(=11'､ﾉl2)

0.50（≦12)，0．51（＝13'､ｲ4）

0.50(≦14)

0.別（≦14）

0.49（≦15）

0．49（≦17）

0.48(≦16),0.49(=17~20)

0.48（≦18)，0．49（＝19~22）

0．48（≦20）

0.48(≦22)

注）カッコ内の数字はHで，単位はmである。

のL,N,n,n',G,K,Z,を用いて示すと(Zに

ついても斜面下方180｡の範囲で数え，それをZ'とす

る。また，傾斜補正が機械的になされるデンドロメー

ター等の測定器具を用いるものとする)，

D=200,rC7秀両=2L′百7百

=2LJ~rZ7IT=2L,/~W7Fとなる。

いま,K=2,L=6(m)とすると，

D=12､rす×､/~Z7r=17,/~Z禿了となる。

2．林分材積の推定

ha当たりの林分材積をV(㎡）とすると，

V=GHF

=2KZ'LF×(h/2)×､/~T7両了

いま,K=2,L=6(m),(h/4)=2.5とすると，

V=60Z'FrT雨7r(㎡/ha)

さらに,F=0.5(|概数）とすると，

V=30ZV~T7両了(nf/ha)となる。

3．測定にあたっての留意事項

「定尺法｣の測定範囲は，測定木の最高樹高がH(m)

のとき,(4/h)2"H2/2(㎡)で,Nの推定範囲も斜面

下方180°の範囲で行う場合,"L2/2(1rf)とあまり広

くはない。したがって，林相の変化に応じ測定点を数

多くとる必要がある。また,Hの測定範囲に比べ,N

の測定範囲が狭すぎることとならないように留意する。

Lは最低6mは必要である。

Ⅳ、間伐材積の推定

間伐対象木を選木し印を付けた林分において前記の

測定をし，印を付けた林木についてはT',n',Z'のカ

ウント数から除外して計算すれば，間伐後の林分材積

が推定されることになる。これと，印を付けた林木を

カウント数に含めて計算した材職（全体材横）との差

が間伐木材積となる（印を付けた林木だけを対象にカ

ウントして計算するのは'T',n',Z'の数がきわめて

少ないので適当ではない)渡)。

なお，密度管理図によっても，林分材職間伐材積

が推定できるが，実際の林分の材積に補正するために

は平均胸高直径の実測が必要であり，また，実際の間

伐材積や間伐後の残存林分材積を確かめることは不可

能である漣)。

v・間伐材の素材材積の推定

Ⅳまでの推定材積は林分および間伐木の立木幹材積

であるが，より把握したいのは，間伐により実際に市

場へ出材できる材の種類(何m材の元玉，二番玉等)｡

と素材材積である。それには，Ⅳまでで測定および推

定した林分材積，間伐材積,H,N,D,間伐のやり

方(太いものから伐るか否か)，材木のr細り表」等を

勘案して推定することになる（標準地法で，標準木を

伐る方法によればより確かであるが)。

実際に市場に出材すれば，出材された素材材積が確

かめられるが，これと上記の推定材積との差異は，数

多くの事例の経験を積むことによって，より小さくし

ていけるものと思う。（兵庫県造林緑化公社）

注）間伐対象木の平均直径(Dc),平均樹高(Hc)は，計算上で
は次式で示される。

Dc=2×L×､何密E7百壱(cm)

Hc=Vc/(2KZ'cFc)(m)

ただし,Z'c,n'cはZ',11'のうちの間伐対象木のそれぞれの
数,Vcは間伐材澱,FcはDcに対応する林分形数。
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林 業関係行事 一覧

行事名

第18回セミナー｢松林の保
謹管理について」

EARTHVISION｢緑と都
市の調和を求めて-1

第2()回愛知県緑化樹木共
進会

行事名

11月

期間

11.10,11

11.14，15

11.19～25

主催団体・会場・行事内容等

棚日本の松の緑を守る会。山口県婦人教育文化会館（山口市湯田温泉
町5-1-1)。誹義；①松林の生態について,②松林の防災機能と松枯れ
防除，③第19号台風被害と松林の保護対策

アースイヤー'92緑の国際フォーラム運営委員会｡岐阜県可児市内｡国
際シンポジウム,1万本植樹，ハイピジ三ン映像による啓蒙を通して，
地球環境に対する理解を深める。

愛知県，愛知県調上木生産者団体協議会。展示場：愛知県植木センタ
ー｡表彰？H5.4.3O春日井市落合公園で開催予定の愛知県植樹祭席上

12月

期間 主催団体・会場・行事内容等

央’92束京国際家具見本市
(II1ternatiO,1alFuniture

Fail･'rokvol992)

12．4～17 棚国際

2F，

家具産業振興会。東京国
B館，C館)。入場料金：

際見本市会場（A館，東館，南館1F，

一日券 通し鍔

当日 前売り 当日 前売り

一般 1,000円 800円 2,000円 1,600円

団体 900円 700円 1,800円 ,400円

1 1

出品者特別前売り券哨)一日券500円,何通し券1,000円｡出品対象？
1.家庭用家具，2.システムキッチン，3.事務用家具，4.公共用家具，
5.その他の家具，6.家具材料，家具部品（家具用ファプリック，金具，
塗料，接着剤，木材等)，7.インテリア関連製品(照明器具，ルームア
クセサリー，カーペット，カーテン等)，8.インテリア関連出版物｡参
加国，地域および出品企業数……合計29カ国・地域，709社

青年海外協力隊員平成4年度秋の募集要領
●識格

●応募方法

●葬築期間

●募集規模

●選蒋試験

●訓練

問合せ

20歳(平成5年4月1日現在）以上39歳(平成4年11月30日現在）までの日本国締を持つ心身ともに

健康な青年男女
青年海外協力隊所定の願書を協力隊事務局に期日までに提出
平成4年10月15B(村～11月30日侭)(締切日消印有効）

約160職種，約1,000名を募集，派遣予定国は約50カ国
第1次選考／筆記試験（技術，英語，協力隊員適性テスト）
平成4年12月20B(B),各都道府県で実施。1次合格発表日は平成5年1月19日㈹
第2次選考／面接試験（個人面接，技術面接）および健康診断

（健康診断の結果はきわめて重要ですので勺日ごろから健康管理に留意してください）

平成5年2月5日闇～2月12日鰯のうちの1日，東京で実施。2次合格発表日は平成5年2月25日㈱
合格者は約80日間の国内合宿訓練を終了後，各任国に向けて出発します
平成5年度1次隊／平成5年4月中旬訓練開始7月中旬出発予定

平成5年度2次隊／平成5年9月上旬訓練開始12月上旬出発予定
平成5年度3次隊／平成6年1月上旬訓練開始4月上旬出発予定

く平成5年度1次隊は，相手国からの要諦数に対して，十分な数の合格者を得られなかった職種の合格
者で，職場等の関係で1．2次隊に参加できない場合に限ります＞

国際協力事業団青年海外協力隊事務局〒150束京都渋谷区広尾4-2-24,a03-3400-7261(代表）
●24時間テレフォンガイド…東京03-3797-7272，大阪06-347-7272，福岡092-413-6211
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のは需要動向を眺めながらの生産

がなされるが，マツタケやホンシ

メジといった菌ﾎ露蓋によるものは，

今の時点では人工栽培が不可能で
あるとか｡世の中の高溌噴好ブー
ムは，こうしたものを貧欲に求め

てやまないことからの悲喜劇でも

あるのだろうが，それにしても腹

がたつ話ではある。もっとも林業

農林鶉

果報は寝て待つことにしよう

術から生まれたものとかで茎の部

分が太く長く，そして傘の部分が

小さくマツタケにソックリの形状。

これが人工のマツタケ臭を付けた

パックに入って店頭に並び，値段

も安いとくれば，1本1万円には

手も足も出ない庶民がコロッと参

るのは必定。千円札2～3枚で渇

望のマツタケ御飯，家族の喜色満

面を思い描いて買物かごの中に入

れる主婦の姿をよそ目で見ながら，

ニンマリしているヤツがこの世の

中にはいるのである。

今凱自然食ブームとやらでキノ

コの需要は伸長の一途。しかし人

工栽培が可能なシイタケやナメコ，

マイタケ，エノキタケといったも

この秋はマツタケがことのほか

話題になっているようだ。まず値

段がやたらと高い。八百屋やデパ

ートの食品売り場に陳列されてい

る価格札を見る人々が一様に目を

つり上げてはタメイキを漏らすの

もむくなるかな，国産の中ぶりも

のが1本1万円では。どこのどな

た様の口の中に入るのかわからん

が少なくとも私を含めての庶民と

は縁遠いことは確かである。こう

なってくるとどこの世界にも現れ

るのが偽物，御多間に漏れず偽マ

ツタケなるお化けが現れてマスコ

ミが格好の話題として一斉に報道。

聞いてみるとこのお化けの正体は

シイタケとか。なんでもバイオ技

人は本来正直者であるはずだから，

こうしたことをしでかすヤツはき

っと林業人以外のよそ者であるこ

とは間違いあるまい･････
しか

昔をいうと叱られそうだが，昔

はマツタケは，今のような貴重品

ではなかった。人々は秋になると

周辺の松林に行ってマツタケ狩り

を楽しみ，そしてどこの家でもあ

の歯触りと香りに秋の訪れを知っ

た。今どうして偽物が出るまでに

高価な貴重品になってしまったの

だろうかと考え込んでしまう。確

かに日本中の松林が手入れされな

いまま放置され，そこからくる松

林地開発許可の推移
I …Iha

l4000

12.000

図工場'事業場用地 林地開発許可の推移
圏農用地

林地開発許可制度は,昭和49年国住宅用地

国土石採掘 の森林法の改正によって発足した

園ゴルフ場等 ものである｡昭和50年度以降の新

團その他規林地開発許可の面積推移を年度

ごとに見ると，毎年度7千～12千

haの林地開発許可が行われてい

る｡全体では,昭和50年度から54
の推移 年度まで減少し,その後60年度ま

では横ばいで推移していたが，61

年度以降増加に転じ，平成元年度

には昭和50年度に続く高い数値

を記録したものの，平成2年度に

園ゴルフ場等 は再び減少に転じている。

園農用地林地開発許可の各項目のうち，
国土石採掘 特にウエートの高い項目は，ゴル

フ場等（別荘地，ゴルフ場および

資料：林野庁業務溌料レジャー施設の合計),農用地およ
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家庭燃料として採取され，林内

が常に清潔に保たれたことから，

松林が生き生きとし，マツタケ

も豊富に生えていた。化石燃料

時代の到来が松林を放置するよ

うになった原因と何かに書いて

あったが。でも松は本来，大径

材は建築の構造用として，中小

径材は杭木や土木用材としての

需要が多かったため，林業とし

て十分成り立った。今は用材と

しての需要はごく限られ，価格

も下降線をたどるばかりでは，

松林放置もやむをえないのであ

る。その結果が1本1万円也の

マツタケが現れたわけで，これ

より先は果報は寝て待てである

かも，松林オーナーの皆さん。
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目群馬県利根郡利根町にある
■ロ

目「根利山会｣の発行している｢根
昌利の歴象｣｢皇蓋の集い｣という
■

目小冊子を見せてもらった。根利
■

馬地区の出身者が故郷の歴史を想
；って作った文集で,昭和57年か
M1、

:|｜ら年1回のペースで発行されて
叩I

＃いる。ぱらぱらとめくりながら，

＃かつての瀧荊の繁栄が,近くの
蝉

§足尾鉱山（銅山）の発展と深く
目結びついていたことを知らされ

胃た°足尾鉱山で使う坑木の主要
唾

自な供給地の一つだったのである。
§足尾銅山の発展の歴史は古い。
”

冊慶長15年（1610）に発見され，
11旧

＃江戸城,東照宮，芝の増上寺の
§銅瓦などを製造し，明治以降民
四

冒営に移って後，大正9年(1917）
■ロ

胃には年産15,000トンを超える
胃生産量を誇り，わが国第4位の
車

冒銅山として繁栄した。しかしそ
ミの繁栄の陰では,銅山周辺の山
曽林が亜硫酸ガスにより枯死した
車

目り，精錬用薪炭材や坑木用材の
§大量伐採等により，周囲12,000
9haの山林が荒廃したという。山
噂

営林の伐採は，県境を越えて群馬
§県利根郡地方にも及んだ｡古河
ﾛ■

圏鉱業は明治31年に,根利林業所

昌をこの地に開いている。

根利山では40年間にわたつ自
庫

て事業が続けられ，用材,薪，胃
木炭,矢板,木羽板,下駄を生冒

嘩

産している。用材は末口3～4昌
寸（1寸は約3cm)の支柱材，§

1尺1寸（1尺は10寸)～6寸＃
111，

の丸太，それ以上の角材で,長＃
さは6,12,15,18,24尺等が；
あった。矢板とは坑内で支柱と：

”

支柱の間に崩れ止め材として入冒
れる長さ4尺，木口2寸×1寸冒

■ロ

等の燭膠に割った材であった。g
ロ■

大正13年ごろには用材が約冒
10,000㎡,支柱材2,400nf,矢冒

8■

板144,000枚,薪3,700",木曾
炭5,000トンの膨大な鐘を消費§

■I

し ている。冒
幽

自然生のモミ，ツガ，マツは§
用材に，ナラは矢板に，ブナ，§
カシ，シイは木炭や薪に伐採さ昌

0■

れたが，跡地にはすぐさまカラ呂
目

マツ，スギ，アカマツ，カシワニ

等が植林された。当時植えられ畠
馴ロ

たカラマツは長さ11m余,末口＃
36cmの大材に育ち，沼田市玉I1

1ⅢI

原にある「朝日の森」ロッジのI:
ⅡⅢ

中央の柱や梁材にも役立てられ§
ている(写真)。これも根利地区ヨ

ニ
の歩みの一つである。 旨

（筒井辿夫）目
■ロ

薑員冒臺薑薑薑薑薑薑舅函”g血脈叩叩”龍頭員睾室

ぴ土石採掘の3項目であり，以下

この3項目について対前年度比

(伸び率）で分析を行うこととす

る。

ゴルフ場等は，昭和55年度以

降,昭和57年度を除いて2桁のプ

ラスの伸びを示し，特に昭和58,

59,61年度には70％以上の伸び

を記録するなど，他の項目とは大

きく異なる動きを示している。一

方,農用地は,全体としてマイナス

の伸びの傾向にあり，特に昭和58

年度以降その傾向が強くなってい

る。また，土石採掘は，昭和53年

度から62年度までおおむねマイ

ナスの伸びを示していたが，昭和

63年腱以降増加に転じている。

このように，林地開発許可の内

容は，その時々の経済情勢等に大

きく影禅される内容となっている。

迩販置叩面龍率”ロ皿血皿叩ロ”ロ加ﾛ皿池韮豊薑臺薑壼
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杉浦孝蔵の5時からゼミ

都市住民と緑･森林

1人当たりの国民所得を1988

年で見ると，日本は1万8850米

ドルでスイス，ルクセンブルクに

次いで第3位にあった。また，同

年のわが国のエンゲル係数は

202％でヨーロッパ諸国と大差

なかった。消費構造が複雑である

から一概にいえないが，エンゲル

係数を家計の豊かさとゆとりの指

標として見ると，日本は豊かなの

だろう。

このような情勢で，わが国の都

市住民は緑・森林について，今何

を求め，何を期待しているのか。

最近の調査事例を中心に考えてみ

E諏砺語冊

A.メイサー著

熊崎実訳

世界の森林資源

I
AlexanderS・Mather:GIobal

ForestResourceS,Belhaven

Press・Lolldolll990 I

発行：築地書館

〒104東京都中央区築地2-10-12

(aO3-3542-3731)

1992年2月3日発行

A5判,324頁

定価7'210円（本体7,000円）〒310円
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たい。

都市住民は，緑は街を美化し

人々の心に安らぎを与える，また，

森林は国土保全，水資源の確保，

酸素の供給，大気浄化機能などで

重要であると認識している。そし

て，言葉から思い浮かべる緑は森

林，公園，原野などの緑をイメー

ジし，常に接する緑は公園，庭・

ベランダや街路樹などの身近にあ

る緑であった。したがって，50％

の住民は都市の緑に対して満足感

を持っている。

次に，公園は散策や憩・休息，

また，子供たちの遊び場として高

最初本書を手にしたときは，レ

イダー・ペルソンの世界の森林資

源と同じように，世界の国別に樹

種，あるいは森林型ごとの蓄積や

成長量が掲載されている最も新し

い本かと思った。確かに最新の情

報を駆使して作成した多くの図表

が登場し，それだけでも利用価値

があり，それは著者の一つのねら

いでもある。しかし著者の最終の

ねらいでないことは読み始めると

すぐ理解できる。

人類が森林とどのようにかかわ

ってきたかを資源の管理と利用，

木材生産や貿易への影響，環境へ

の影響，森林政策のあり方などの

面から，847編に及ぶ膨大な資料

を駆使して著者独特の論理で説き

明かしている。つまり，メイサー

は資源についての数多くの資料は

個別的に使うのではなく，一つの

枠組み，すなわち「工業化以前｣，

｢工業化段階｣，「工業化以降｣の三

く評価している。公園は広く，そ

の中には森があり，小川や池があ

って，一部に芝生や花壇もある。

その自然的な緑の中で景観や風景

を楽しんだり，森林浴をしたいと

願っている。また，森林は若葉が

青々としている木，紅葉する木な

どが生育し，小鳥が集まる情景を

イメージしている。しかし，森林

の造成や管理は国や市町村の援助

で行うとし，積極的に参加しよう

とする人は少ない。

森林や緑は人間の生活上に重要

な役割のあることは理解し高く評

価はしているが，いざ森造りとな

るとなかなか協力は得られないよ

うである。

都市住民はスギ・ヒノキや木の

実のなる木などが生育している森

林，また，木材資源，きのこ，山

菜など森林の生産的機能を重要視

つの流れの中でとらえていくこと

が，背景や変化のプロセスを理解

する近道だと説いている。

工業化以前は森林は共有資源で，

林産物も食料，繊維，飼料など多

様に採取された。工業化段階にな

ると建築や産業用木材の給源と見

なされ，市場化されるようになり，

工業化以降は，私的所有にも社会

的制約が加わり，景観レクリエー

ション，自然保護が重要視されて

きている。

人類と森林とのかかわり，つま

り資源の利用は，ある意味では自

然の破壊の歴史でもある。しかし，

この破壊の過程において，ある段

階に至るとr反転」が起こる。既

開発国ではすでに工業化以降の段

階となっており，環境問題に関心

が移り，森林の減少や破壊の推移

に対して反転が生じている。歴史

的には反転は早めに起こったり，

遅れて起こったりするが，この反



口
していない。なぜだろうか。

林業は森林に道を造り，木を

伐り，自然を破壊すると同時に

3Kの産業と認識されているか

らだろうか。そうだとすれば，

林業・林学にかかわる人々の責

任も免れない。確かに林木は収

穫するが,それは60年,80年あ

るいは何百年に一度の伐採で，

その後直ちに更新・保育を行っ

ている。決して略奪ではない。

現代社会のニーズに簡単に迎合

するだけでなく，今こそ広く国

民に正しい理解が得られるよう，

関係者一同が努力すべきである。

それは園児からの学校教育，家

庭および地域社会における体験

学習を通しての教育からと考え

る。

（東京農業大学腱学部教授）

三

転こそメイサーが現在の森林碗裏，

特に熱帯林の危機の回復に最も期

待していることではないだろう

か？言い換えればメイサーの本

当のねらいは，森林破壊の歴史に

展望を示すことではなかったか？

それは終章を「展望」としている

ことからも理解できる。こういう

目で全文を見直すと，終章ばかり

でなく現状と問題点を述べた各章

の随所にも展望を模索している姿

が見てとれる。

世界の森林資源という無味乾燥

なテーマにこれだけの興味を呼び

起こしているのは，メイサーの情

熱もさることながら，日ごろから

読ませる文章を心がけておられる

熊崎氏のよくこなれた訳文のせい

もあるようだ。訳者あとがきもこ

の本の背景などを理解するのに役

立っている。

（西川匡英･森林総合研究所）
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Wこだ萱〃

A・B・C

先日，新聞の投書欄に「農協

までがなぜJAなのか」という

意見が載っていた。確かに，最

近アルファベットの略称を使う

会社が多くなっている。NTT,

JRは毎日のように耳にするの

で，抵抗がなくなっているが，

JA(農協),JT(日本たばこ

産業),JRA(日本中央競馬会）

などはもう一つまだなじめない

感がある。そのほか,JC(日

本青年会議所),JH(日本道路

公団）などがあり,Jリーグも

始まる。ますます混乱しそうで

ある。

この投書を読んで，フランス

にいたときのことを思い出した。

あちらでは会社名などの長いも

のはほとんど略称で呼ばれてい

る。SNCF(フランス国有鉄

道),BNP(パリ国立銀行),

PTT(郵便局),EDF(電力

公社),GDF(ガス会社)など

日常普通に略称で呼ばれている

ものが多く，アルファベッ1､の

略称はまったく新しい単語を覚

えるのと同じである。その点，

漢字の略称は国鉄，農協など略

称でもだいたい意味がわかる。

あちらに行って，漢字の良さを

もう一度見直したようなわけで

ある。

ところで現在では，日本でも

カタカナが大いに氾濫し，それ

だけでなく，アルファベット文

字そのものが日本語として登場

するようになっている。この傾

向は木材産業界でも例外ではな

い。かつては，いわゆる木質材

料といえば合板，集成材，パー

ティクルポード，ファイバーボ

ードの4種類がほとんどであっ

た。しかし，最近になってエン

ジニアリングウッドと総称され

るような新しい木質材料が造ら

れてきた。

LVL(LaminatedVeneel･

Lumber),LVB(Laminated

VeneerBoard),PSL(Paral.

lelStrandLumber),OSB

(OrientedStrandBoard),M

DF(MediumDensityFiber-

board)など，ほとんど米国で開

発されたこともあって，アルフ

ァベットの略称そのままが名前

となっているものが多い（それ

ぞれの説明は，藤井毅：木質材

料の多様化と性能向上，本誌

No.602,1992.5を参照してく

ださい)。

これらの製品は，木材を細分

化し，接着剤で再構成して造っ

た材料である。木材を細分化す

ることによって，原材料に小径

材，工地廃材などを利用でき，

また節などの欠点を取り除くこ

とが容易で，より均質で強い材

料が得られる。原料供給面およ

び利用面からの要求，また製造

技術の向上などから，最近の新

材料の開発は目覚ましい。

これからも，古い頭の人間に

とってアルファベット文字の羅

列を覚えなければならない苦労

をさせられそうである。

（雄）

（この欄は編築委員が担当しています）

林業技術No.6081992.11
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"会員の広場”投稿募集要領
(原稿をお寄せください）

■技術体験の紹介，実験･調査等の結果の発表。要点をできるだけわかりやすく書いてください〔400字

詰原稿用紙12枚以内（図・表・写真を含む)〕

■日常，業務に携わっての林業全般（林業政策･技術振興等）に関する意見･要望，本会運営に関するこ

と，会誌についての意見等〔400字詰原稿用紙8枚以内〕

■身近な問題・話題についての意見・感想等(400字詰原稿用紙8枚以内〕

口上記についての投稿は会員に限ります。また原稿は未発表のものをお寄せください

口原稿は誌面の都合で短くする場合もあります｡原稿の採否,掲載の時期はできるだけ早く本人にご連絡

いたします

口原稿には，住所・氏名（必ずふりがなをつける）・職業（または勤務先）および電話番号を明記してく

ださい

口掲載の分には，薄謝を贈呈いたします

口送り先〔〒102〕東京都千代田区六番町7（社）日本林業技術協会編集部

響調査委員会を，当協会において

開催した。

氏名･国籍:Mr.LiminAn,中

国ほか6カ国7名，期間：平成

4年9月14日～10月16日。

2.林業技術情報誌の編集について。

氏名･国籍:Mr.RajsworShre-

stha,ネパール国1名，期間：

平成4年10月23日。

◎番町クラブ

10月23日，当協会会議室にお

いて，農林水産省食品研究所長梅

田圭司氏を講師として,「これから

の食生活と健康」と題する講演を

行った。

◎海外出張

1．9月30日～10月28日，岡村空

中写真室長，吉村職員，氏家参

事,Mオスマン・アテフ，大

山，田口各主任研究員を，森林

資源管理計画調査のため，チリ

国に派遣した。

2.10月6～17日,小林顧問を,松

くい虫被害防止調査のため，台

湾国に派遣した。

310月10～19日，渡辺熱帯林管

理情報センター所長を，森林管

理の実態調査のため，ロシア国

に派遣した。

410月12～21日，小泉専務理事

を,P/F海外林業事前調査のた

め，モンゴル国に派遣した。

5.10月20日～12月3日，今井研

修室長,10月20日～12月26日，

久納技師を，沿岸資源管理計画

調査のため，インドネシア国に

派遣した。

◎空中写真セミナー

平成4年度の空中写真セミナー

を，次のとおり実施した。

期日：10月26～30日。

場所：当協会会議室，高尾国有林

(現地実習)。

講師：中島巌主任研究員ほか。

人員：19名。

一
お
一

一
目
一

一
行
一

一
３
》

一
段
１
一

一
の
目
一

一
左
永
一

一
蛾
↓
一

一
ｐ
月
一

一
・
永
一

一
正
’
一

丁
目
一

一
霊
行
一

一
月
即
一

一
加
び
一

一
よ
一

Ｐ
９
０
０
９
ｉ
０
０
ｑ
０
』

平成4年11月10日発行

林業技術

第608号

編集発行人鈴木郁雄
印刷所株式会社太平社

発行所

社団法人日本林業技術協会
(〒102)東京都千代田区六番町7
電話03(3261)5281(代）
FAXO3(3261)5393
（振替東京3-60448番）

◎熱帯林管躍蔀謝センター関係業務

10月30日(金),熱滞林管理情報

システム整備事業平成4年度第2回

調査等委員会を，当協会において実

施した。

◎調査部関係業務

10月22日，大規模林業圏開発

総合推進調査第1回委員会を当協

会において開催した。

RINGYOGIJUTSU

publishedby
JAPANFORESTTECHNICAL

ASSOCIATION

TOKYOJAPAN

◎海外研修員の受入れ

国際協力事業団の依頼により，

次のとおり研修者を受け入れた。

1.平成4年度森林土壌コース研修。

〕調査研究部関係業務

10月16日，小規模林地開発影 〔普通会費3,500円・終身会劉(個人)30,0001円

林業技術No.6081992.11

協会のうごき
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,林業機械化と
新たな路網整備

木材市場論
－戦後日本における

木材問題の展開一 高性能林業機械作業システム
に適した路網整備のあり方戦後日本資本主義と国際化の進展とともに、構

造変化を遂げてきた木材市場についての、30年
余にわたる実証的な調査研究の成果／
安藤嘉友著3.000円(〒310)

高性能林業機械作業システムのタイプ9別に路網
整備の方向を解説./<林野庁朧修＞
林内路網研究会編3,800円(〒310）

｜日本林業調査会
〒162東京都新宿区市谷本村町3－26ホワイトビル内

電話(03)3269-3911振替(東京)6-98120番FAX(03)3268-5261日本



待望の新版成る〃21世紀は森林の時代'森林てなんだろう’森林はわたしたちの暮らしとどんな関係があるのだろう？

箱鮒‘"円(税込）森と木の質問。‘判"べ-〉
－小学生のための森林教室一

駒
小学校5年生に獲ると社会科で森林や林業のことを習います。
教科書には，森林は水をたくわえること，洪水や土砂くずれ窓ど

の災害をふせいでいること，人や動物が蕪らしやす↓､環境をつくっ

ていること，などが書いてあります。では，森林にはなぜこのよう

な働きがあるのでしょう。

また，森林に木を植え，りつばに育て上げるまでには，長い年月

と多くの人手がかかること，そのためにする&､ろいろな作業につい

ても書かれています。それはなぜ必要なのでしょう。

「森と木の質問箱｣は，子供たちが授業をよく理解できるように，

当然もつであろうこれらの疑問に答える形で，森林とわたしたちの
藤らしとのかかわりをわかりやすく説明したものです。

たのしみながら学べるように，さし絵や写真をたくさん使ってい

ます。

同名の書を昭和56年に発行し，好評裡に版を重ねてまいりました

が，このたび，小5社会科教科書に森林・林業項目が復活したのを

機に，時代の変化に則してすべて一新いたしました。
旧版同様ご活用くださ↓､。

●お求めは,(社)日本林業技術協会事業部まで

丑03-3261-6969(事業部直通)FAXO3-3261-30440

轡森･林･木のビギナーズガイド

私たちの森た の 林
地瑚抽勺ま珊莫での環境問題として，クローズアップ・され

〒102東京都千代田区六番町7番地

社団法人日本林業技術協会事業部へ
TEL(Oa)s己el=sses(事業部直通）
FAX(Os)S=B1=so'44
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‘1測を可能にし､抜群のコスト

パフォーマンスを実現。

全天候型データ記録装溌KADEC-Uシリー

ズは､過酷な環境下でもそのまま野外に殻いて

使用できる小型の高性能データロガーでする

南極の昭和基地からアフリカの砂漠地幣まで

の厳しい使用環境への納入実績がその信頼

性を証明L元L､ま魂

既好の各センサを無駄にすることがなく､また長

期無人観測が可能なため､抜群のコストパフォー

マンスで先進の観測システムを実現しま士
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ロタマヤの測定機器:気象システム/測風経緯隣データロガーKADECシリーズタfﾑ測定システ

ム/ノーマルﾌﾟﾗﾑﾗｲﾝ装置､外部m11肢機材測水/精密背響測深機､デジタル流速,汁測雌/光

波測距儀用気象観測セット､小型IpI光器､ImI照器､水準測侃:用電卓､水雌測IIWilプリンタ.測制W

六分機､マイクロメータ､三杯分度儀デジタル面積測定器/PLANIXシリーズもエリアラインメータ

航海計器/航海用六分儀､デジタル航法計算機

"|17A隈’ タマヤ計測昌鳳デム慌式言社
〒104束京都中央区銀座4-4-4アートピルTEL､O3356187IIFAX,03-3561-8719
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森林の100不思議
廻謬夢汚 鍵蕊曽蕊竜瀞謬蕊蕊警j_._"e@誠織鍋癖畠“蛾ゞ 可

●(社)日本林業技術協会編集
●森林総合研究所所員82名による執筆

銅氷の働きはどんな仕組みによるものなのか，1本1本の
木や草は，そこでどんな役割を果たしているのか｡いま,いろ
いろな角度から祁畔の光力瀞当てられ，意外な事実の潜んでい
ることがわかってきた。

続｡森林の100不思議
』 ’蕊蕊、謹認

●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所，熱帯農業研究センター

大学91名による執筆

林
業
技
術

銅氷を榊成するさまざまな樹草や生き物たちの果たす役割，
また，銅水力ざ生み出す産物の不思議を,E森林の100不思議
に続き，高度な内零を平易な記述によって，しかも，より多
彩な内容について解説｡

土の100不思議
溌織蕊蕊灘麗 識§鑑識職蕊識･癖可

●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所，農業環境技術研究所，
農業研究センターほか85名による執筆 第

六
○
八
号

“母なる大地”というように,私たちの幕らしのほとんどは

土に依存している。土とは何か，土の不思議な働きと土をめ
ぐるさまざまなりf象を知ることは!,jil銅鵡發寛を考えるうえで
も重要である。

森の虫の10D不思議 定
価
四
四
三
円
（
本
体
四
三
○
円
）
送
料
六
一
円

●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所,都道府県林業研究機関,農業環境
技術研究所，大学ほか73名による執筆

蕊
(無“,165慨）写ヶ

虫の存在や行動は,1!計然界でどんな意味を持っているのか，

人間とどのようにかかわっているのか｡100不思議シリーズの
第3刺iとして，森林という舞台の名脇役・名袈方たちの知ら
れざる生態に迫る。

国

’屍みち

発行東京書籍株式会社
〒113東京都文京区本郷駒込6－14－9

a(03)3942-4111/FAX(03)3942-4119


	表1

	表2

	1992年11月号目次

	論壇_ユフロの第1世紀を終わって

	日本近代林学揺藍の地を訪ねて-エーベルスワルデと松野はざま

	IUFRO｢カラマツの産地と育種」の研究集会

	中期保育（除・間伐，枝打ち）手遅れ林分の施業指針_これまでの施業技術に対する批判から見た保育技術のあり方

	ザイセンチュウ抵抗性マツの育種とその供給

	環境保護策へのボタンのかけ違い-アメリカ西部国有林のマダラフクロウ問題

	ニシアメリカフクロウ_Spotted Owl, Strix occidentalis の生態

	風土と薬用植物20_アルプスの食卓をにぎわす

	山の古道を行く-熊野路2_逢坂峠-自然林の伐採

	森へのいざない-親林活動をサポートする30_私の実践記録とサポートへのプログラム-自然観察活動のフィールドから

	会員の広場_｢傾斜地における林分平均樹高推定法」(定尺法)とそれを利用した林分材積推定法

	林業関係行事一覧

	農林時事解説_果報は寝て待つことにしよう／統計にみる日本の林業_林地開発許可の推移／林政拾遺抄_「根利の歴象」を読む

	杉浦孝蔵の5時からゼミ_都市住民と緑･森林／本の紹介_世界の森林資源／こだま_A・B・C

	協会からのお知らせ

	奥付対向

	表3対向

	表3

	表4


